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乙の 日本譯 は、 设初、 馆三耷を除いて、遇刊『平找新聞』第五十三號(明£ .-: 十七 
年 卜 一月 十； 1 :日 » 行) ^ 載せられたところ、忽ち秩序坺亂として起訴5れ、救判の 
結果、關係者はをれどれ别金に處せられた。1かしをの裁判の判決文には、『古 
の文迸はいかに仑の記诚鄯巧か不稔の文宇.な6とするも、 …… 眾に 歷史 上の祺 
货とし、 ^ たは學術研究2 ^ 料として新閗雜誌に祸敕するは、；. : 社 # の秩序 
を坺亂するといふ能はざるのみならず、むしろ正當なる行这といふべし』とあ 
つた。 4 、こで私は次にをの ^ 文に多少の修正を加へ、 *- ょび笫三窃 5: 譯し添へ 
て、 今度は 『眾に 歷 史上の車过』として、4た『學術硏究の赍料』として、『社 
伶 主 箱 硏究』 第一 號 (5治|-14-九年11¥十五3: » 行)に載せた。！：その時 (: は、前の共 


|? 者幸德はァメリヵに行 0 てゐたので、第三章は私ひと$で譯した)丨 

しかる ^ 、をの『社#主義硏究』も程へて後(大逆¥件當'時)發资を禁止3 
n 、 その後今日に ^. るまで、『共雍熟宣言』日本譯の公刊は不可能の狀態 ^ なっ 
て わるが、 いかに日本が野巒阀で、いかに保守的反動が强いにしても、もぅ垃か 
らず して、 言論 - n 由の範 M が、 せめて 明治 三十 九年當 時 くら- ゐに 徇脔 する 時節 
は來 る ^ らぅと 见はれる。その時には、私 |± ぜひとも 2. の「學術硏究の资料』 
5: 出來る.たけ早く世に出したいと瓜つてゐる。とこ ^ が、近ごろ会の古い譯文 
5: _み返してみると、第1、文蹬の古く3いことが厭で坝らない。それにあの 
時は、取にィギリス譯から甫譯したのでもあ6、爻た譯し方の拙いと乙ろゃ、 
不正確な ところ や、 間違つ たと 乙ろ も大 ぶん ある。 - V こで 私は 今度、 をの 古い 
^ 文をドィッ語の原文と引合せ、嗦た部分的には ?''1 卜-级氏おょび櫛 [1] 民藏氏の 
譯 文を も參 照し、 出 來るだ け楮密 に 訂正 ヒ加へて、ロ語脫に诉き |!'1: すことにし 



た。幸德が生きてゐたら何といふか知らんが、私はやは6乙の新 |» に彼とニ人 
の 名を 聚して おく。 

ドィツ語の 新版には、 一八 七 ニ 年の マルクス、 H ンゲ ルスの 序文の ほか 一 
X111 年のと 一 ル S 年のと、 ニン ゲ ルスの Ir - 文が 一一つ 載？* 气 しかしを 
の內容は次に祀したィギ.$ス譯の序に盡3れて » る。 

大 !£• 十 年 五月 

堺 一利 彥 


• (m 本では， その後、 こ 文 •か 何、 かの 手に ょり、® 密 出® として 數 回®. む* れ た** た 昨 
キ、 大 EK 年 1 手に ょつ て、 『共 ii 2 と 通す る 尝 ベ 1 ジ の 大册 が* 行* れ 、# 止には な 
つたが、 それ 少 から GS . か S された Je 大册 には rsj の 本 丈® t 、 ， ャ T フ の 

r 共 J—SJ sf 、 g じ <* ャ ザノフ の、 舌 マジ 以上に わ*; る^^ ヒ气 al ン U 
* ニ 共 1 S 215 rw . 2eillsi て？ 一 io 年 七月— 播) 




ィギリス 驛の序 

ノ 

この f 究言 』は、『共雍主蕺同盟』の綱領として發表されたものである。『同 
馓レは勞働者の闽體でゝ初めはドィッ人に限られヽ後ゝ阀際的とな-^ー八四 
八 年 以前の 4丨" ッパ大 陵の 政治狀 態の 下に わいて、 やむなく 祕密 結社で あつ 
た。 一八！！ 七 ^ 十一月、 ロンドン に開 か n た 『同盟』 の大會 ic あいて、 理論 上 
办ょ ^- 貨搜と.の、完備した綱 ^ を發表するため、マ少クスとエンゲルスとが起 
草秃 ：3义！ばれた。一八四八年！=:、仑の ^ 稿 |1 まづドィッ文で起草3れ、ニ 
月 ニ 十 叫 n の フランス 革命の 败调 前、 t ンドン の 活版 所に 送ら n た。 そして . 
八 四 八 年 六 =:のー揆のす，く ^ に、令のフランス_がパリにあらはれ、ー八五〇 
年、へレン」マ.クファーレン.娘の手になつた第！英搾が、ロンドンの雜誌『レ 



，ド. レ パプリカ ン J { c 現は れた。ォラスダ蹕と，ホ|ランド譯も爻た次いで刊 
行され た。 

ブ C レタ y ャと ブル ジ ."ァ との 最初の 大合戰 たる、 一八 四 八 年 六月の パ 9 一 
校 北した 時、 ョ •1” ッバ 勞働階 极の社 會的 ぉょび政治的活動は、爻た暫く 
後方に押しこ爻れてし爻つた。仑の後、權勢の爭奪は、ニ月革命以前とおなじ 
く、 1 た有產階級の諸黛派の問にのみ行はれ、勞働階級は僅かに致治的自由の 
ために戰ふ乙ととな6、中流階級急進派の左銶たる地位 ^ 引下げられた。そし 
て獨 立 の ブロ レ タリ ャ il i / J がな ほ 多少の 生氣を 示し. て ft ると 己る では、 容赦 も 
な く 叩き伏せら n てし ^ つた。 かくて ブ t シ ャの臀 察は、 常時 ケ < ン ^ 為かれ 
てあつた r 共產 主我 M 盟 』の本部 5: 拽し出した。をれで、本部23はみな捕縛3 
れ、十八筒月の監禁の後、一八五ニ年 +- =:、初めて公判 {(: 付3れた。この有名 
な r ケルン 共產狨 裁判 J は、 十月 四 R から 十 一 n 十二 日吱で||禎し、被丧の5 


ち、 ヒ名 は 三年から 六年爻 で、 仑 れゼれの刑期をもつてある要塞に禁錮する旨 
を宣街5れた。この宣吿の後爻もなく、1同跟』は殘餘の銥员にょ 0 て形式的に 
解 |& された。從 0 て「宣言』も仑れきり埋沒3れ / 2 4ののごとくであ 0 た 
r 丨 <^ッパの勞锄階級が、豇にその榷ヵ階級に向つて1擊 |: 如ふべき十分の 
銳 M t 冋復 した 時、 かの 『 |^ , 1^- 勞働 ^ : 同盟」が勃典した。けれどもこの「同盟」 
|± 、もつぱら歐米全體の戰翮的ブロレタ9ャを打つてー丸とする目的であつた 
ので、 r 共 赤 •銥 宣言 」に揭げられた趣旨をとつて、直ちにをれを * «| するわけに 
文-了かなかつた。すなはちこの同盟は、ィギ9スの努働机合、 7 ，ンス、ぺグ 
ギ ー、 ィタ リ 1、スぺィンにおけるブルードン派、おょびドィ， ^ »けるラサ 
1ル町)に容遝$るべき、溃然たる.耦诹幺も 0 ものでなければなら4か 0 た。ァ 
ルクスはその網領を起草して右の諸黨派に滿足を興へたが、彼としては全く、 
t の 協同の 運動と、 相互の 討究と から 必ず 生ずべき は ずで あると ころの、 勞 働 



階級の 知 = 力 的 發展に 怊賴してゐたのであつた。資本汶對する戰闘の茁货、おょ 
びその诹況の敬遂は、殊に敗戰の极<::においては勝利の垛<::ょ6も某だしく、 
稀 • ❖ なる家傅祕法の不十分が威知 *$ れ、從って 1 $ た、勞 ^ 階級解放の眞 ]?: の條件 
{ C ついて、 一そぅ 深奥なる ft 解に 到達 3 せない. では おかないは ずで ある。 マル 
クスの见ると乙ろは 4 さに常つてゐた。1 /\ 七四年、『ィンタナシ..ナル』が解 
散した時、それを剂立常時のー八六四年に比べると，努働者 |± 4 るで別人のや 
ぅになつてゐた。フランスのブル|ド.\派、ドィツのラサール派はみな旣に死 
«に 瀕し、 保守的な ィギリスの 勞 働が 合 も (その 大部分は 疾く ic ィンタ ナシ - 
づルと分離してはゐたが)、なほょく漸次にその步みを進め、去年ス 7 ンシーで 
仑の分 撻が、 杻 合の 名に あいて 、『大陏の社會主義ももはや我冷に恐怖 ^ -成ぜし 
めぬ』といつ /2 ほどになつて來た。すなはち货際上、『宣言』の趣旨は著るしく 
各 ^ 勞侧者.の間に佼入してゐたのであつた。 



(1) ラサ ール は侗人として我々に對する時には、常にマルクスの弟子たることを承甜し、 * つて 
重た Ti . M . 苜 J の fT 媒 5 上に 立つ てゐた • L かし 一八 六 〇年から六四年までの公の浬勤にお)ては 
彼 U * «家の俅沒を受ける紐合エ場の要求以上に並まなかつち 

かくて『宣言』そのものも洱び表而に現はれた。ドィッの原文は1八五0年 
以後、スキス、ィギ9ス、.おょびァメリヵで幾度も翻刻され、ー八七ニ年には 
_ ニー ml クで 英文に 謂 5 れて、 『ゥ— ドハ ル •エンド •クラ フリン 週報』 に揭 
栽 5 れ、をのィギリス擇からして !|'-| 地の佛文雜雄『社 # 主錢者』にフランス ^ 
が甩 よ.れた。をの後ァメ9ヵで發表された英文の抄譯が少くともニ柯あつ 1: 、 
しかも 仑のー沌 |1 ィギ9スで弭版$れた。爻た、第ーのロシャ猙は，ハクー,ン* 
の ^ {な-='、ー八六一ニ ^ 頃、ジェネパなるへルチェンの雜 ^ '-1 コロコ"』の發 
行所から »1 版され、馆ニ |± 女丈夫ゥエラ.サスリッチの手 1: な&、ー八八ニ年 
同じくジュネノで出版された。爻た一八八五年、コぺンハーゲン發行の『社旮 



民主 主 养文阳 』の中に、ー，つの新しいデンマーク譯がある。1八八六年、パ， 
の「社钤主義弈.|に ^ た！ 0 新しいフランス譯が出た。仑のフランス譯からし 
て スペィン 譯が つくられ、 一八 八 六 年 マドリッドで HI 版 3 n た。 ドィツに おけ 
5飜刻は數へ刍れないほどで、少くとも十ニ種はあつた。ァルメ-|ャ譯は数=: 
觭、コンスタンチノ|ブルで出版5れるはずであつたが、發行 « -<1 >-ルクスの 
名を 冠した ^ 锊 を 出す ことを 恐 n 、譯 者は 交た を れ 5: 汽分の著違とすること 5 : . 
拒んだので、たぅとぅ世に出ることが出來なか 0 たといふ。以上のほか、 11 に 
他の ® 語に 譯 3 n たもの ^ ある 七 聞いて ゐ るが、 私は また 見た 之と がない。 か 
くて この r 宜言 j の肪史 は、 大體に fe いて、 近世 努働述 勁の 歷史 を反映して》 
る。そして今日に#いては、この -=| 宣言』こ，で疑びもなく、あらゆる社 ^ 主義 
C 文 ^ 中、 最も 廣く 世に 行は れた、最も國際的な充物ヤあつて、シぺ9ャから 
» ，フォルニ ャ までの 璣百茁 の勞 働老 1 C ょつ て 承認 3れ た 共通の 綱領で ある。 



1 ゥ 1，. サ《， プチ 一 K ♦は H ンゲ tes ひで、# はプ ニ，*- ノフ にょつ て- シャ文 
驊され たので ある • 

しかるに 己の 『宣言 』の起草された時、我々はこれを『針 ^ * , »! 萏」と吖ふ 
ことが 411 來なかつた。1八四七年の當時で’は、社會主義者といへば、ー方にお 
いて^ 空想的 霖 度 ■すなは ち ィギリスの ォ丄ン 派、 フランス 
の フ—リ T 派な ど— 味し、 をの 兩 派と も旣 に— る 『おかた まと の 地位 
に卞 .0、 次 g に 死滅に 溯して わた。 交た 一方に おいて、 社會蠢 者と いふ 名は 
柯 々雑多な H セ改促 家 1 味し、 をの 述 中は あらゆる 切 張りの 術を 說 いで 資 
本と 利潤と には 何らの 危甚— 加へ ないで、 ょく 社會 一切 の意を 除去す ると 
稱して ゐ た。 をして 2. の兩者とも、勢_階級以外の浬励であつて、むし ^ い |1 
ゆる 等 ある 人士に 向つ てを の 支持 某め て？。 乙 打ら の 間に 立つ て S 
な政 治 革命 の16、 § の— 的— の—— 言した もの •か、 勞侧階 


級中のどれだけの部分であ 0 たかは分らないが、その部分.たけは^:ら：^ ^ 主 ^ 
^■• と稱 して ゐ た。 f n li もとょ 6 利 雜 汗、 荒 削. 0の、純然たる木能的共充主義' 
ではあつたが、仓れでも仑の主张はょく ^: 所 {': 常つて、勞恸|£拽の间 {: , : <1 カと 

な- CV 、 フランスの 力べ—、 ドィツの ワィトリングの やぅな、 空想的 共布 上 ^ を 
硭 出して . Q た。 会こで！八四七年 ^ おいては、 1 8 "<£主乾ル^^赠 ^' 叫逦動で i>l 
》 6、 共產主 _3|勞跡階鈒の延酚でかつた。呼た少くとも大陸に>いては、社 # 
主義は r 品の ょい もの j であ 6、共 布 主義は 全く' v n ic 反して， q た。 をして 我 
我の f は f から、 s —5 1、 f •リ： r の 行® S け s ばなら 
WJ とい ふので あつたから、 この 二つの 名 稱のい づ れを選ぶべきかについて、 
疑ひの起るはずかなかつた。それ {;; 我々は、をの後といへど4、かつて己の名 
を 排斥 L た 乙とは ない ので ある。 レク人 

この r 宣言 j は 二人の 合作で あるけれ ども、 をの树 ^ ^ : ^ 成す厶&本の~^案 



が、マ少クス ^ 聪することを明宵す ^ 義務があ 5 と私は ^ ふ。すなはちを_の提 
案とは、歷史の各昤代に 5? ぃて、經濟上、生產おょび交換の慣行 7; 式があ6、 
また 必然に もれ から 生じて くる 社 # 紐 織が あ 6、仝の時代の政冶おょび义明の 
，歷史 はこの ^ 礎の上に ^ ^ 5れ、 1 たこの基礎にょつてのみ ^ 明されるといふ 
こと。 故に 人類の 全 雁 ^! ば (ト.地 5: 共有してゐた股始的氏族社#が泔滅した以 
後)陪級 [3| ^ の胪史であ^'、把収者と被拍取者、腿伏偕級と被赠伏 !'! ,1 級の對抗 
I の歷史 であ^" こと* f して こ れらの陆級 ^ ^- の歷史が進化の諸段附を形成七 
仑 れが今0では 4 た1つの新しい段階に到達し、この段階では、被榨収敗咿伏 
の陆級(すなはちブロレタリャ)が、搾収赠伏の階极(すなはちブルジョァ) 
の褴勢から解放 6 れょぅとするには、仝れと！1!時.に、今後永久 ((: 1切の ^ 収、 
塒伏、牌級茧別、办ょび階級關爭から、社俞全胆 ^ 解放するょ6ほかに逍がな 
いとい ふこと、 である。 


私の昆ると己ろでは、この提案は、ちやぅどダーヰンの進化 ^ が生物學 (^ 與 
へたと同様の效果 5: 、史學のぅへに與 > べき4ので、マルクスル私とニ人とも 
^ 、一八四五年以前にあいて、漸次それ ^ 近づきつつあつたのである。敁初、 
私が ひと 6、いかな6程度 -± で仑れに向つて進んでゐたかは、私の著『！ /\ 四 
四 年に 為け る英 國勞働 階級の 狀 s ( c おいて、 最もょ く 見る ことが 出來 る。 し 
かるに1八四.五年の卷、私が洱びブリユッセルでマルクスと會つた時、彼は旣 
にそれを完成して、殆んど私が今ここ ^ 記してゐるやぅな明哳な字句で、仑れ 
を私に提示したのであつた。 - 
私はこ乙に、1八七ニ年のドィッ版に忖した我-6-の合作の序夂の中から、左 
のー節を -;| 用する。 • 

『娀近ニ十五年問 ^ あいて、社 # の狀態は大いに蟧化してゐるけれども、己 
の「宜1 =. |1 」の中に開陳されてある根本の趣旨は、大 53 において今もなほ正確で 


ある。 細貝には所々訂正すべき點もある.たらぅ。 また乙の趣旨の货際の適州 
は、 「宜言 J 中に もい つて あると ほ 6、すべての處、すべての時 {; 办いて、をの 
現存せ る歷 史的 狀態 にょつ て 決せら るべき ものであるから、 第二 窃の終 6 { c 從 
出 3れて ゐる 革命的 諸 奴 策には、 必ずしも常：刍をおく.に足6ない。 あの 一段 
は、 多くの 點 において、今日ならぱずつと違つた文句で钾き叫は5れるで^^ 
ぅ。一八四八年以後にあける近世產業の長足の進步、おょびそれに忭つて進步 
1攒大した努働階級の圃結から見る時、爻た第ーにはフランスのニ月革命に *,' 
ける货 際の 經驗、 第ニにはブロレタリャが初めてニ莳月間、 政權を 振つ た パ 
，•コン ミ ュ ン の 一 3? ょい 經驗か ら見る 時、 この 「宣言」中の綱領は、ある細 
3 に >いて旣に坍物に歸してゐる。特にパリ.=ン"*-|ンにょつて立證5れ左 
一琪が ある。 すなは ち 「勞働 階級は 取に 出 來合ひ の 國采 栂關を 捤つて 、それを 
自分の 目的に 使用す る ことは 出來な い」 (「フランスに おける 內亂 J ?: 參 照。 全 
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れにはこの點が！をぅ 0: 衍3れてゐる)といふことである。またこの「宂 «: 」 
の、社钤主義文畲に對する批評は、一八四七年以前に限られてゐるのだから、 
現時に關して多くの缺點があることは自明でぁる。 4 た共產主袭者み秫々の反 
對 »: との關係についての評語(第叫章〕は、その趣旨はやは6正確でぁるけれ 
ども、實際の適川上には旣 ^ 晓物になつてゐる。今では政治界の形勢が全く鲅 
化し、歷史..進步が、あそこに數へあげてぁる諸政热の大部分 5: 、地上から1 
掃して ゐるか ら. である。 

しかし己の「宣言」は、今ではもぅ歷史的文讲になつてゐるので、我々はも 
はや 仑れに噔见を加へる權利がない。』 

この ィギリス 譯は 、マル. クスの 『资 本論 J の 大部分を 譯した 、サミ ュ H ル •ム 
丨ァ氏の手にな6、氏と私と！緖に校訂をなし、私は更に、歷史的用語を說明 
するニ三の註釋をつけ加へ /2 。 
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「共 產黨 宣言 
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一倜の 怪^ 4 ョ ー”ッパ 5: 徘徊してゐる。すなはち共產主蕤の怪物である。 
nl ノ古 あら ゆ* 權 力は、 この—」 治す るた めに、 神聖 1 


iffl 


ー.今 |>' ,-<ツ パの 

ん でぬ ' v .1 マ 法 泉 も ツァ丄 も、 メ クテル 二ヒも ギゾク も、 フランスの 急 
進 * も ドィツの 探侦 も。 


〔* 艿 法 〕 X クテル Mt は才 1 


1 の宰 W 、 ギゾウ は 7 ランス /) 茂相。 


見ょ。在 ^ の政黨で、在朝の政敵から、共產主转的たといつて9 ^ $ォない 
，のが あるか。 また 見ょ、 在 & の政黨 で、 他の 一 そぅ_ 的な •為 震 派に 對 


して、ならびにその保守的な政敵に對して、共淹主義の燒印をつけた詰贵を役 
げ返 3 ない ものが あるか。 

この 事 W から ニつ のこと がわ かる。 

共 淹主 遜は あらゆる ョ I 口 ッバの 權カ 者から、 旣 にー個の势カとして涊識3 

\ f 

れ てゐる こと。 

共淹主義米が全世界の而前にをの昆解、 をの E 的、 仑の傾 向を 公然と 表示 
し、 玆 h ^ の 宣言を もつ て、 共 產主菝 の 怪物の A 伽噺 と對抗 すべき 時機が 熟し 
てゐる 乙と。 

この 卩的のために、諸國の共淹主義者が"ンドン ^ 狃まつて、次の宣言を起 
草した。 そして tn 5r イギリス 語、 フランス語、 ドイツ語、 イタ リ I 語、 フレ 
丨，シユ語、あょびデンマ|ク語で公表することにした。 



, t ) . 

第- 一章 プル ジ 3 アと ブロ レ タリ ヤ 

( 2 >_ 

在來1切の社 # の照史は、階級閼爭の歷史でぁる 

C 由 民と 奴 隸、汉族と平民、領主と髅奴、ギルド(同業組合)の親方と徙弟 一 
職人、ー.言 '(: すれば臞伏老と被_伏者とが、古來常に相對立して、或ひは公然.霉 
の、戍ひは 13 然の闘爭 5: 繼耥してゐた。そして仑の圆爭はいつでも、社會全鼴 | 
の窄命的改造に終るか、或ひは交戰せる兩階級の共仆れに終るのでぁつた， 

(1) ブル ジ ■アと は、 近世 资 本家 €£級、 装 的 生® の 胡 (ぁるひは W 手段)® 所有秀 * 

ょび « » 费 «| の « ;|| 者を .« 味す&*ブロレタ9ヤとは，0分で .^ 齑櫧拟(ぁるひは生度手 » ).11 
つて ゐな いので、 生活の ためには =分の勞働カを寶るほかはない'近 1»: ©饭勞襁者を « 味する* 
eg 老 U 〕 ブルク" ァ は 初め 我 ♦にょつ て r 紳士 J と K され、 プル ジ" アジ— は 『紳士 明』 と譯 * 

れ た •そして、 ブ 〇 レ％? ヤは 初め r 平民 j あるひは --| 年民勞« * .|と » 3れた， 


(2) 精密にいへば、祀錄された脯史である。1八四七年には、冇史以前に存在した社僉 «1 鞔は_ 
んど全 く 知 ^ れてゐ なかつ た •、その後、 ハク スタ ゥゼン は D 1/ ヤに おける 土地 共冇制 i 興 見し、 マ 
ゥレルはすべて_のチユ1トン人 « が脒史に入るまへ、十：地共冇を社分の莊咙としてゐたことを输® 

.し、 それから 次 r > に、 村落 共 诈制が ィンドから アィ ル， ン ド重で到る處において、朴贫の厫始的形 
態、 ある こと、 もしくは あつた ことが 分つ て來た 。そして この 职始的 典 庵 ft 分の 內邙 m 嫌は、 氏の 
«性 ^ 、おょび氏と«族との网係についての、モルガンの完成的大荈見にょつて、初めて|!丰的の 
形 璉で 叫ボされた。この拟始的共淹制の解 « とともに、 ||: 會 |1 べつべつの、そして逯には扣反：3す 
る饼扔 級に 分れは じめ たので ある • 

〔» 者 註〕 そ ルガ ン界 ！*古代 |1: 會」扣ょび 0: ンゲルス界|-来族.私仃財戍ぉょび«家の&淞』を見 

V ** 

* ^ 

(3) ギルドの親方とは、茁式 〇 扭<":::たる秘人のことで、轵合の 01 ではない。 

上古の諸時代にあっては、殆んど到る處に、社伶 5: || 々な等級に分けた褀雜 
な排列法、社 # 的地位の ^ ^ 雜多な區分が行はれてゐるの 5: 兑る。すなはちロ 
丨マの古代には、货族、騎士、平民、奴隸がぁ6、中世には、領主、家來、親 



方、徒弟、農奴がある。そしてなほその諸陏級の殆んどすべてに、また仑れぞ 
n の 小 區分が ある。 

封边社僉の滅亡から發生した近世のブルグョァ社侍も、階級對立を除去して 
はゐない。た ^ 新しい陪級 5: つく6、新しい # 伏條件をつく6、 ^ しい ^ ^ 1ル 
式をつくつて、费のに代へた*たけである。 

ナ 1ども、我 ^ ヮ々代、すなはちゾルジョァの時代は、この陪級對立を ^ 純 
匕 t たと ^ふ特 ^ をもつてゐる。全社贫は次 « 々々に、相敵視するニ人陣 ^ 
府接相 /1 に背立するニ大陪級 (^ 分裂しつつある。すなはすソルジ3ァとフロレ 
タリ ャで ある。 

をも.亡も巾世の農奴の中から、伋初の都市における特許 .|1 民(あるひは廓外 
ド6)が出て來てゐる。をしてその特許 1|/ 民の中から、ブルジョァジーの ^ 初 
の耍索 が 發速 して わる。 


ァメリヵの 發 兑、喜留：峰の迥航は、己の新興のブルジ..ァのため {(: 新しい地 
盤をつく6出した。朿ィンドたょび支那の市場、ァメリヵの植 ^ 、植 ^ 地との 
贸易 、交換手 段 >ょび商品の增加は、商業に、航海に、エ宠に、空前の刺戟 4: 
與 へ、' vn ic ょつ て、 旣 に崩壊しかけてゐた封扭社 # 內の革命要素に急激な發 
達を起3せた® 、 

そこで從來の、封妞的もしくはギルド的のエ業経咨法は'、もはや新市場とと 
もに增大するところの需要に應ずることが出來次くなつた。エ場的手エ業がを 
れに代つて起つて來た。ギルドの親方はエ場手エ業的中迮階級のため^押しの 
けられた。 柯 • ❖ なる紐合と紐合との間の分業は、眾ーなるエ場內の分業の前 ^ ノ 
泔 滅 した。 • 

しかるに市場はいょいょ磷大し、宙耍はいょいょ增加した。エ垛的手エ業| 
もはや f n JC 應ずる ことが 出來な くな つた。，^ こで 蒸 氣と大 * 機械が 工業 生產 fc- 



革命した。 H 場 的 手工業の 代 i tc 近代的 大砟 業が 起 6 、 工場 手工業 的中 產階 》 
の 代 & に產業 的大常 朵、 全雍業軍の首長、すな |± ち近代的ブル*シ"アが起っ 
た。 

この 近代 產業が 世界 市場を 建設した。 アメリヵの 發見 は旣に その 準備を して 
ゐたのでぁる。この世界市場は商業に、航海に、陸上の交通 ^ 、絕大の發達 4: 
な S しめ、 仑の發達が嗦た、筘業の饿大に逆影辎 5: 及ぼし、 0 吱6エ業、商 
飞、 疋|、战 ^ の城大するをの同じ度合ひにおいて、ブルジ"アジーが發達 
し、 ■仑の -^ 本が增加し、中世から殘存してゐるすべての階級を後ろの方に押し 
やつて し爻 つた。 

かくて我々は、近代的ブ少ジ"アジーが、長い發達行程の產物でぁり、爻 
>、生產>ょび交換方法におけるいくた連箝せる諸 ^ 革の產物であることを知 


この ブル ジ "ァジ ー發 達の 各 段階は、 また. vn (c 相 應 する 政治的 進步 5 r 伸つ 
てゐた。すなはち初めは封迚阶領主の支配下に抑虓3れた一陪級であシ、4た 

( 4 ) 

武裝 した -!!:治 !«| 粒のコン5ュンであ6、あると-ころでは(ィタリ|あょびドィ 
ッにおけるごとく)獨立の都市共和制とな&、あるところで |± {フ-フンスに心 
ける ごとく) 王政 治下の ^ 三階 級 (杻枕 负扔附 紱3 とな 6、次にエ場的手に業 
の 時代に あつて は、 半 封 ^ 的 も 1く |.1 媒制的王3: ^ における ^ 族との均衔物と 
な 6、吱 太 一般 火 王！！ の 主 嬰なる 地盤と 4 6、设後 {£: は、大迮業务ょび讹界市 
場の 發 邛以後、近世的代通制蜱. ¥ に>いて、全く仑の擊中に政權 5: 把捉した。 
近世阀家の政府なるものは、ブルジ"ァ階級全體のために会の共：1: 3||: 務を處埋 
する委1!會 ^ 過ぎない0 

(4) ィタ リ 1おょび 7 ，ンスの都市の住民は、その都市 |« 共 |«1 |!1 « をコン|ユンと呼んでゐた* 
そしてそれにょ 0 て*封迖領主から砭初の2:治櫬を苡ひ取9、4しく |1 « ぢ取つた* 



n y t ユンとは ，フランスの輥市七その荈中-呤代からもつてゐる名稱で’彼らが访ーー-陏鞦として 
ws / s 主から、 地方 制と 梦政 液と を® 得した そ® 以®、 肚に この 益 かぁつた 大 WL ここで 
は、 ブル ジ "アの轵濟的9 1£ ^ はィギリ*を«本«とし、そ 10 政治的»迚には 7 ，ン % 4« ^ «と 
して ゐ る* \ 

鲁 

ゾルジョァジ|は膝 1!1 -^に>いて、扱1^命的な任務*^果たしたものである** 
ブル ジ "ァジ ーが 政權^ |握 0 たところでは、すべての封姐的、主從的、牧瞅 
的なる諸關係が破坺5れた，(從來)人を、をの生れながらのロ上と枯び 0 けて 
ゐた封 迚 的の 色 絲 は、無殘に引き1ぎられて、人と人と ^ 姑びつけるものは、 
た •た # 深 クの利益、冷酷な 5& 金勘定ょ6ほかには何ものもないことになつた' 
宗敎的の熱悄や、武士的の威激や、町絮的の人愦などいふ神聖な枞仰心は氷 
のやぅに冷たい主我的な打 !:7. の中に溺ら3れ 1: 1 ^ つた。個々の人物の値打ち 
1交換 «* 灯の中に消ぇ去-^、永く確保3れた無數の特許的忾巾の代6に た •た 


1つの無茶な商業的自由が設定3れた。これをー言 ^ すれば、ブルジ"ァジ| 
は、宗敎的ぉょび政治的の幻影をもつて泣はれた搾取の代6に、公然たる、恥 
知らずの、 |!1 接な鮮骨な搾取 5: 設定したのである。 

ブルジ，ァジーは、從來名秘と «: 敬と 5: 博してゐたすべての職業から、をの 
後光を 剁ぎ 去つ てし 爻つ た。 馈師 も、 法 汫家も、佾侶も、持人も、學名4、み 
攻彼ら に2|はれる « 銀勞慟者に铹化3れてし吱つた。 

ブル ジ ，アジー は、 家族 關係か ら 4/のしほらしいセンチメンタル次ゲ><|ル 
を 破 6 ^ 0 て、純然たる一個の金錢關係に引さ炅してし ^ つた。 

ブル ジ ■ ^ ジーは、保守主 2| 者がいたく威噢してゐる、あの中世時代の £? 边 
的 行動が、 湘惰 ir 拇めた 安逸 生活と いかに 似合 a の扣棒 であるかを 明示した。 
それは赀に初めて、人間の活勐がどこまでのことをなしとげぅるかを示したも 
のである。すなはち过 ^ エジブトのビラ5ットや、：：|マの水道や、ゴチック 


― 1〇 



の ^: 坫にも優る大エ ^ ^ 」起し、爻た北3の民放移住や十宇眾 5: 凌镅する大遠征 5: 
決行した ものである。 

ゾルジ "アジ ー は、 生雍 栂關を 、從 つて 生 產 №1 係 ヒ、 從つ て ^ た I 般の社 會 
阅係を、.絕ぇず， '(': 命することなしに |.1: 存 /|-: することが出氷ない。これに ^ 1、 
々い 1-. 淹方法シ：何らの铤化なく保存することが、前代に ^- けるすべての丁柒階 
5 ^の姑；の生存條件でぁる。故に、生-蓝の絕ぇざる ^ 命、あらゅる社會狀ぷの 
不哳のー-1榣、永久の不安と梭亂、それがすなはちヅルジ"ア時代がすべ-.の前 
代と ^ なる特傚である。すべての確立し踨 |' , -1 した諸關係は、ム、れに伴ん大切な 
饵 ^ ，'，- 傅とともにー扮せられゝすべての新式のポ物も’をれが爻だ间定せぬ前 
!: 研 物と なつて しま ふ。 .^ :乍 な ものは 悉く ^ 化し、 祌聖なものは悉く袞捫さ 

れ、 そして 人冏 は 遂 に内分の生估 « 態と、穴分と冏罚との明！3を、冷靜なロで 

一 ^ 

見つめろ ょ 6ほか.はないことになる。 • 
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ゾ少ジ "ァジ 一^、をの ^- 產物のために站之ずボ垛 ^: 胶火する ^ 耍がふるの 
で、地球表面の全郃 ^ 追ひやられ 0 。をれは到る ^ に览七つく6、 1 : |] .,0::3に佧 
みつき、 到る 處 iwsfv - f '; ばねば なら 

ゾ 火 ジ 3 ァジ 1 !± 、 11|: 界 |^ 5?2榨取ピょつて、各闷 '«- ]|1! の生走>>び泔 # ^ 
n スモ •ホ リタ ン的杜 rr を 附 與した。淹龙の 12 . のしたから ^ 5< 的地_€.ビ 0 | さ拔い 
て、 保守 生 詢荠の 大犮 る悲吒 を扣いた古米の |^ 私的0柒 |>: 旣 (; 破坟3れ、な 
ほ 日 令 碑 ^ 3れつつある。そしてそれに代る新砟業钇輸入することは、すべて 
の文明阀にと 0 て生死の問赳であ6、彳た仑の新迮龙は、もはや |'! 闷の «( 朴で 
なく、敁も遠隔した諸地方からの股料に加エし、またその生淹物は内3:ぱか6 
でな く、 jit 界の あら ゆ* 〇 方面で 消 ^ され る。 苦の、 r r ' J 阈淹 { C ょつ て 充足 され た 
耑 耍の代 6 {2: 、今は ^ 遠隔の ^ 4^の.俺物でなければ充忙3れない、新丨いカ要 
が生じてゐる。北：：の、地方的阔 ^ 的の^::足と阳 ^;- >の代6 {<: 、今 |-': 請 ^ ^ 相乜 
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の冏 ^ おけ*0 - 1 '» 各方面の交通、各方面の依賴が；^て * る。仑して精神的 1- 產 
もやは6この物 ^ 汴淹と問じである。個々の阈民の镝神的作物は、歡界共通の 
所 ^ となる。 ^ 民的の侃執と陴坫とは、次 ^ 令をに不可能となる。をして多敕 
の ^ 比的、地方的の文切の冏から、1個の讹界的文舉が起る。 

ブル ジ *アジ|は、すべての生淹拇關 5: ;> 速 ^ 改苒すること {£; ょつて、吱た 
交 M 槻 pfj を絕ぇ ず 進歩させる ことにょ つて、 すべての s u 5: ( ^ s ? ;s ^ 5: すら 
も)文明に引き入れる。彼らは仑の商品の廉似を苽砲として、あらゆる釔邓の 
城 ^ を も _:、破し*。彼らは 4 たをれにょつて、顽闽に外人 ?: 佾恧すィ ^ :..人を 
も 降伏 5 せた。 すべての ^ 民は、 もし 滅亡 V 」 欲 L ないならば、 ゾル ジョ アジー 
の 生 ^ :// 法を 採用 する こと ♦で徐伋 なく 5れる。いはゆる *: 明を.：：：2:に ^: 入する 
こと、ナなはら<::らゾ ;^ ジョアとなる， 1.. と 5: 餘依なく3れる。乙れ，でー -:- 1| <: す 
れば 、ゾル ジ " T ジ — It c : 分 $;^像に從つて 1||: 界 5: つくるものであ 0 . 0 
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ヅル ジョ ァジー は、 地方を柿會の支配下祆屈せしめた。 彼らは都會の人ロ 
を、捣村 ^ 此べて著るしく拊加させた=そして全人ロの多火な部分を、谟村 4. 
活の思味から奪ひ击つた。彼らは ^ 村を都位に骱せしめたと同じく、野 ^ 3:办 
ょび 华 呀^:阈を文明阙：^ ^ 艾 ^ ^ をゾルジョァ^:敁に’ ^ 洋を西洋に從 ^ さ 
せた0 

ブル ジ "ァジ ー は、いょいょ 4 すます、生痄機關(生產手段)の、 |!| 淹の、 
あょび人ロの散在を抑止した。人 || は集网3れ、生衛機 ^ は犯中3れ、仝して 
IM ' m は少饭 老の手 {.: -^ 揿3れた。仑れひ必然な結弗は、政治上の中央犯權であ 
つ左。べつべつの利. ^ 、法祁、政疳、粑制をもつてゐた獨立の諸地方、殆 /1 ど 
取なる 聯 合に過ぎなかつた諸地方が、ー仰の ^ 以、1似の政府、！個の法律、 
1例の仝阈的階級利益、一個の關.稅城域に押し设められてしまつた。 

ブルジ"ァジーは、僅か { | : 11 年ぱか6の陪教奶支配の中に、過去ー切の諸卟 



代，で<?!:した.ょ&も、1仝ぅ多 ^ な、1そぅ 1? 火な生 ^ ^ 七つく-^出した。穴然 
力の 征服、 大機 M 、 H 業 おょび ぬ货にわける忆 ^ の_用、汽船、逊逬、钳 1,-1 、 

全 |»: 界各地の (1}1 «8 '河川航路の冏憋、％文をもつて地下から呼び起匕たや-っな 

全人 ロの ^ 納、 おょ毛これ 11 どの生 ^: カが社 ^ .. [!' ^ &の 11/' ^-に ?1 1 つてゐブ 

と |:1 、いかなる前時代にもかつてム、の徴候がなかつたではないか。 

かくて我々は知る。ブ少ジ3ァジーの成 ^ の苁礎であつたところの、屮 ^. 心 
ょび交換栂關は*旣に封边社位のぅちにつ/、られて ». 2たのである。この生 ^ た 
ょび-:父搀機關の後泫のあ之段階に6いて、対5!社 # が生 ^ 丨-交換したをの , : «' 悶 
係、 すなは も a 龙 おょぴエ柒の封让的紐織、これ 5: !言 !: すれば、封迚的财砟 
關係が、旣に费这した生 1« カと、もはや適合しないことになつたのである。彼 
らは生 淹. V - 促進し ないで、 を5:^妨 ^ : する乙と !: な 0 た。彼らは爻 $. にいくた 
の恥贺物になつた。彼らは煺破5れねばならないのであつた"仑し 1: ^ 破され 
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た。 

彼らの代6に現 |.1- れたものは，：：：由競 ^ であつた。それと ||.1 時に、それに適<3 
する社钤的4;"ょび政治的の紐織も /15 つて來た，ブル*シ"ァ皓級の經 ^ 的，：；ょび 
政治的支配も恝つて來た。 

これと同祓な運勒がい $ 我 ^ の眼前にも行はれてゐる。乙の除大な生.泥4ょ 
び--.ズ5:. ^ . ! , 51 4: -呼び出したところの、ブルジョァ的の 4 : ^ おょび交拽關係、すな 
は すプルジョァ的の 1!-1- 產關陡、すなはら近代のブルジョァ社分は、忪かもあの 
铍術師がゝ呪夂を叩へて地の ^ から^女ざ爻の ^ 物を呼び出しながらゝ今は旣 
にム、れレ〗制御す 0 _カを火つたのに似てゐる。乙の ^ 十年來.の 1: 1 おょび， ^ 業の 
歷比は、近代の生產カが、近代の生齑關係に對し、ゾルジョァジーとその乞配 
との 生存 條 忭たる財疖關涵に對し、叛逆した賭 11: ^ 過ぎない。ぞの ^ 摅として 
は、かの商業恐谧が、ー定の沏問 5: 盼てて仑の製來を ^ 返し、そのー：1:ごとに 
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爻す殳 す媒 •たしく ゾルジ ョァ社 & の全 ;:2 の存往レ竹威してハ 6 7 & 5: ^ ければ 
黾6る。この ^ 龙恐馏の |^ には、現存の生 ^ 物の火部分か定 !!31 的に破 ^ される 
ばか6でなく、その以前に 0 くられた / !-: 淹カの大部分も吱 -^ |.0 じである。 1 た 
この恐怊に際してけ、過去のあらゆる | 1 .> 代 ^.' らばいか !.: も不逬卯と见はれるは 
ずの、 1 ^. の社行的流行病、すなはち ^. 帝過刹といふ流行 -^ ヵ發^^する 会の 
と％/社分は突如として、ー時的2野较状1に返つたやぅに兑ぇる。简饨 .-,: 起 
6、大破壊が起つて、社仅！切の生活资料を杜絕した，かのやぅにはぇる。エ業 
も商業も & く破坺3 |1 たやぅに坫之る。ム.-れは何故か。 (1 かでもない、 «| . -.> "ヵ 
あ <6多くの-乂明、あ呼6多くの生活 « れ、あ爻6多くのて节、あ16多く 0 
商 rv 5 ノた か. りで ある。 S の むべき— 力は、 もはや ブル ジ "ァの 
时 « 關係 ^ !促 1 させる役に |+ 立たないり不 |'1 、かへつてその时命阶 ^ しずし'あ 
噯 - oc 有力と な 6、令の財淹閗係のために妨汰を ^: /, 乙とにな6。そこで生齑 



カが 4 、の 4/; 卞：を突破するたびごと (: 、ーソルジョア社^:の全部 ^ . ^ 佚. /]* こ3わ、 
ブル ジ * ア «| 產の # 在 5: 危くするのである0ゾルジョアの諸即係は、内分の 0 
く 6 出した ^ を包バするのに、あ爻6狹 |^ (: なつて來たのである。しからばブ 
ル ジ ョアジーは何にょつてこの恐惦 5: 切6拔けるか0ー而には生珩カの大額 5 : 
强：^:£ !: 破 ^ |、！而には新市場を征服し、おょび诏市埸の ^ 収をーそぅ根本 
的 ;: やる。 $ ぅして どぅな； 0か。をれはすな |± ち、ーそぅ廣大な、ー仑ぅ ^ 烈 
な恐慌 4: £:-備し、恐條を防邊する乒£:方法*て極度 ;: 诚少する乙とになる。 

ブル ジョ アジ ーが封 纽 制度を 龆復 した 仝の 武器が、 人 ふ ブル ジョ アジ 1 C 身 

に向けられてゐる。 

た /(: _/ソルジ''アジーは、灼分を粆すべき武器を巧造1たばかりでなく、.玄 
たその武器を使用すぺ刍人物， *1: つく6たした0すなはち近代の勞働者、ブ”レ- 
タリ ヤがム 、れ である。 


かくて ブル ジ ョァジ|(すなはち資本)が發觉すればするほど、その同じ比 
例を もつ て、 近炫 *•• 働 老の階 級(すなはちプロレタリャ牌級)が發迮した。乙 
のブ &レタリャは、 11: 氺を见つけた間'たけ 4: 活する己とが出來、1たその ^ 勘 
が资本を增大する卯だけ仕ポをもつ乙とが出米る。彼.りは，=:分の冴 5: 切 ^ 0に' 
する ょ 6ほ かない もので、 他の あらゆる 商品と 同じく 一個の 商 品 である。 從つ 
て競爭上の ^ ^ 化と、 .|1 拟内の諸役勁とに喂2れるものであろ。 

ブ t レ タリ ャの勞 働は、 ^ 域 使 叫の 增大と 分 菜との た-めに、 全く 仑の倘 人的 
性 « -^失ひ、從『て爻た勞 ^ ^ 1/> 码哝ヒ失つた。すなはちブ1=レタリャは .' , |'. >'1 
る槌核 の附 fc 物と な 6、 その 稗 械 に对して彼？耍求されるとこ 0 は、た 7: 讪も 
?. 純な、议 1 5 | 1 調な、设も容妫 (; ^ 打5れる不柒である。從つてム、の芬働 ^ 5: 
齑 出す る ^ !|] は、た'た忸かに仑の1 ^ を锵持1、>ょびをの秘 5: - ^ 斌5せるに 
必要なだけの生活资料に制限される。しかるに商品の似格は、從って勞拗の侦 
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格 も" その 生茚 贤 と笱 し. いもので ある。 仑こで 勞锄 の沒 趣 ^ が 增加 すれば する 
ほど、会れと |'<| じ ? | ?. ^ に15:いて 11- 級 (± 減小する。それにまた、機械の ^ )|] と分. 
^ キが ^') 大すればする |1 ど、戍ひは ^ 12時 | | , 1] の延 ^ にょ6、戍ひはー定の吟 ! 1 0 
內に耍 求 ご れる勞 (||| の玢加にょ&、或ひ |± 爻た、 栈械の遝愣カの咐加 ^- にょ 
6 、 その同じ稈度において勞 ㈣ のは丹が增火す -?) 。 

近世產 ^ は、族 1> 的な说方の卞にあつた小5な職垛 5: 、て菜 ^ 本尜の大丁 ^ 
i : Q yi した もので. ^ 0 。その :]:. ^ に詰め乙吱れる勞恸者の群は、取 ^ 的 ^ 榀成 
されてゐズ乂彼らは命菜取の兵卒としてゝ多敕の上介ゝ下士介などを布する完 
全な統御姐織のドに 3-,' かれてゐる。彼らはブル.ショァ |7? 級、ブルジ0.ァ !'^ ^ の 
奴 ^ である ばか 6で农く、栂诚のために、監抒者のだめに、殊 (^ は仑の划造尜 
たるブルジ<"ァ個人のため (: 、：；；々刻々、奴隸として使役5れて 0 る。そして 
をの邛制政治の卩的が讲に荇利であることが.明ボされわば$れるほど、令の淺 
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げべく、厭ふべく、价むべきことが祁*たしさを加へて來る。 

手の ^ 磡が熟練とカとを耍することが少くなる ^ 從つて、すなはち近仇產 1 
がいよ いよ 發 )£ するに從つて、 ^ '十の勞働が女子と小兒の勞働にとつて代.りォ 
る。性の范鸩-*-¥齡の ^ 異とは、勞働階級にとつて |. + - 、もはや何らの社 ^ 的似 
値を もつ て ゐな り。 彼らは みな 等しく 勞俲器 JV であつ て" ただ その 年齡と 性と 
{ C よ- 0、使用上に饯川の多少 5: 生ずる ^ けである。 

勞俲者が、旣に贤造家から搾収されて、その勞働 «- 銀を受取ると、今度 |± ブル 
ジ" ァ. ' A 丨 の 他 l / ( 部分、 すなはち -^ キ小-^ ^ 人 ^ ^ なとヵ如に强ひヵヵる 
從來の屮. /-'. 附视のド 1^ 、す；な :.1- ら小さいエ業 ^ 、小商人、およ.び小金持、職 
人と農失ゝすべて乙れらの諸階級は唞次ブロレタリャに阽ハ ^ その股闪のー半 
は、 彼らの 小资本 が 大 /■|: ^ の緙 ^ に ^ さ足6ないで、よ&大なる ^ 本 ^ との竑 
爭 に為ナるからで 4 6、吱た他の一半は、彼らの ^ 1:技術が新しい生 ^ 方法に 
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對して 無效 になる か ^ である。 かくて ブ c レ _タ9 ャ li N 民の あらゆる 方而 から 
撖 菇 5 れて ゐ る。 

ブ t レ タリア ー ト l.t 神 > な 發 達の段階 ^ 紂過する。彼らのブルジ|.アジ|に 
對 する 戰 ひけ、その存在とともに始まる。汲初 |± 個々の勞沏者が、次にはーて 
坳内 の勞： 一奔がゝ次には一地方におけるー勞呦部門の勞恸 ^ が’旳接に彼らを 
拽収す 0 ^ クの / ルジ"ア. !?: 對して戰ふ。彼.らは ^ ;2 ブルジ|..アの生康關係に 
對して攻 ^ を向けるのでな.く、 #. 炻器具令の毛のに對して攻 ^ ^ ^ ける。すな 
はち敁らは外闷の囌银品を破坺し、槪械を叩刍こはし、丁拟 5: 燒き拂ふ . 0 彼ら 
は旣に 亡びた 中世 勞働 者の 地位を 取 6 戾 3 ぅとす る。 

己の段階 ^ あつては、勞 1 者は爻だ全阈 (; 肢在して、競带のために分裂して 
ゐるところの集 [«| であ 5 。當時、勞働者が多数刚結の 1!1: を示した坳合があるの 
は、それは 4 だ彼ら自身が結合したのではなく、ブルジョアジーの ^ 合__,た結 
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果で ある。 ブル ジ ■"アジ VJ しては、 内分の政 ^ 上の^1的レ」 ^ する九 ^ に 入 r 

プロレタリア ートを 動かす 必嬰 'か あ 6、 仝 して、 一時は をれ をな し - T るので. め 
る0故にこの段階にあつては、ブロレタリャは忾分の歒と戰はないで、，り分の 
敵の敵と戰-^すなはち堪制王阈の遗物ゝ大地主ゝ非エ ^ 的のソル -^ ョア 4 
ブル ジ "ア などと 戰ふ 。かくて 歷 史的迪動の企部はブルジ"アの1に扔屮3れ、 
仑 れに ょつ て 獲ね 3れる1べての朌利は、ヅルジョアの捋利である。 

レ か s f 节 袭 の # ^ とと も 1 C 、 プロ レ タリ ャ はをの ^ ^ .扮办したばか-=' 1:' な 
く、ますます大なる取闷 !: 押し堅められ、從つてそのカが咐大1、 4 た彼.りか 
仝 の 力を ^ 知す る。 機 枝' か 次 ^ 々 令 |!: 勞 働の ^ 異 5: -消し、殆んど到る ^ にわい 
て、 1! 銀を |<0 ーの低い爪準に 0| ドげると [.'-] 時に、.プロレタリャの利诉、ブ.ロレ 
タリャの内部における生活状馗が次第令令に半均して來ろ^ゾ少ジョア同志の 
3>、>ける 4 すます傚 ^1 /,: 姣爭、わょび仑れから生ずる商業恐 ^ が、いょいょ 
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勞 ^ ^ の ^ 級ン-勐搖3せる。不可游 ^ 勢ひをもつて爻す爻す急激 ^ 猙達す5编 
械の改谗が、いょいょ勞 # 奍の仝生活 5: 不安にする。似令の勞磡 ^ ふ-倘令0 -5 
本 ^ との 3突が、次第 4- <- に雨陆級の街突たる忭锊.^餘計 (: ^ びて米る。をこ 
で勞 働奔は資本家に對して紐合をつく&はじめる。彼らは勞拗 « 纽 ^ 維持する 
ために結合する。 彼らは-: g 機の 反抗沔觔のために、 かねて 4の资ヵ 5: 莕ふべ 
く、.水紹的の闷肫を紐砧する。4れがを6,^6は破裂して1校となる。 

勞慟者はを&を-0肪利を得 .5 が、仑れはた*たー時的レ-沿ぎない。彼らの5|箏 
の坑の效ヵは、その || , £ 接の結朵 ^ あるのではなく、ただ公働 ^ の吲結.か絕ぇず 
谀大するところにある。芬働奔の刚結は、大齑業がつく6出した交油機關の發 
逹ヒょつて助ム ^ れ 0 。交通機昍の發迮は、詻地方の勞働米 5: して互ひ !: 辟絡 
VJ とらし める。 た： ^この聯絡の & かげで’到ろ處に冏愧 ^ を冇する無鈥の地方 
的砌采が、ー個の全闷的閟爭、ー個の撕級閼邻 ^ 集中3れる。をして陪級閼朵 


は必ず政治的關爭であ. 0 。もしこれ.か、あの道路の不便な中世の町人であつた 
ベら、 かう いふ！ 1結のためには找 |7 半.て耍したであらうに、戡近のある近代の 
プロ レ タ V ャ は、作ク ^ 年の間にそれ ^ -成就したのである。 

プロレタリア ー トの かう い， ふ 階せ 的 机％、 從つて 爻た仑の政赏紐械は、また 
絕 ぇ'广势俲者，：1:: # の冏の较 ^ のため ^ 破 ^ 3れ*0。けれども、をれは必ず爻た 
^• 'W 'L I: 、 一を う强 く、 一 /. - う ^ く、 一, てう 冇 .刀と なる。 彼ら It -/ 少 * シ "■アジ 
丨の11に 1? けろ贫 ^ を利 !11 して、 ^ 恸 ^ の特殊の利益に |'.} する立 ^ 的々 ^ ||'' , . を强 
要家る“ィギリスにたける十時問 ^ ^ 法のごと刍がすなはちをれであ /! 。 

洱 社 # におけ 5 1 般の諸 衝突は、 また ?| 令の點に>い 1: ブロレタリャの發逆 
V . 促 す。 ブル ジ "アジ 1 |± 不斷の關爭の中 ^ 立つて 0 る。初めは ^ 族し.谀ひ、 
後には淹柒の進步と利银を異にする〔ブ少ジ"アジ丨0身の他の部分，'诚ひ、 
4 た谘にあらゆる外 ^ のゾルジ"アジーと戰ふ。かういふいろいろの』 ^ に办 
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レて ソル ジ "ァジー は ブロ レ タリ ャ ( c , i ) F へ、 仑の助 力 VJ 借 ♦0 必要が あるの 

'(? . 從つ てブ 11レタリャ ?? : ‘，政治迅動に引さいれねばなら«こと ^ なる。故 ^ ゾ 
ルジ 3 r は c 分の敎 疗的耍 索、 すなは ち 丹分と戰ふべさ武器 5:- ブ”レタリャに 
供乾 する/ SJt ( c * 5 .。 • • 

ブ e レ タリ ャ (: 落ち込む'' 或； 5は少くとも、仝の生活储仲を ?> 败3れる。彼ら 
が呼た多 ^ の敎 ^ 的耍素をブ：：レタリャに附铒する。 

- 3 t- v 1Jt {; この階級 ^ ^ がいょいょ決谀の時彻 :^: 近づく時にはゝ一乂 ^ 喈級の内 

部 (すなは 矣社家 _ s 內 部〕 S け，^ 分解 の 鬆 が、 す こ '古及 烈大膽 な 

竹 ね ^ 帶び、支紀階敉の1小部分は自らをの所坳を收して、革 -^ 階級(す * 1 
ち將來を仑の手の屮に捉つてゐる階級)に投ずる。故に、むかし汉敁りー部分 
ヵフ < ジ"ァに投じたと,じやぅに、今はブルジ，ァのー部、含乙の形史的 


部が、 ブロ レ タリ ャ (C 投ず る。 

.今 n 、 ゾルジ 3ァと對立してゐるすべての陆料の中で、ただブ”レタリャの 
みが ^ ^ 2革命陪後である。他の ^ 珩級は太# ^ のため (;: 尨妞1、滅亡すろも 
のであるが、プロレタリャは1なはし大介 ^ {: 特冇な洚物である。 

屮 --|-: 陆級の‘1 ^ たろ、小 ^ ;<|-. 3 ^ 、小商人、職人、ぬ夫等も爻たみなブルジ* 
ァ .-1>诚 ふ。 けれども 七れ は、 屮布陪 級と L ての M - JV .- 免 れん ♦かために 戰ふ 
のであズ-^故 ^ 彼らは革命的でなくゝ保守的であるロいなむしス彼らは反肿的 
である。 彼 らは閘 史の取 輪 V 」 後ろに ^ は 3ぅとするものである。もー彼らが |.|- ''|1 
汆 的で あると すむ ば、. vn は 彼らが ブロ レ タリ ャ に. ^ もこみかけて *. るこし. 4: 
悟ったからであ， < , .( '0 彼らは说在？地位を防谢するの.-はなく、竹來の利. :.>; *ゾ防 
衞する ので ある。 すな U れ忮ら は ブ "レ タリ ャの 1111 位に 立つ ために、 穴分の 4, 
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殊な地 位 V -- 菊て るので ある。 

少ンぺンゾ£レタリャ、すなはち衍扯位の /|5: ド枒ヒある、腐敗 | : « 落した « 民 

も ^ た、 5 ?合にょつてブロレタリャの帘命诬動に诱ひ込嗖れるだらぅ。 « れど 

• .〕 • 

も彼らの少活状態かち从ると、彼らはむしろ稱んで：£<勋的陰 ^ のた <)6 に ^ 收5 
れるだ らぅ。 • 
作：社分の生活脩件はゝ今は旣にブ：：レタリャの ^-: 活 ^ 仲の屮に滅却されこ ^ 
る。 ブ C レ タリ ャ It 無 財 淹で ある。 彼らが/ U の.：； ；< -7- {; 對する關係 ^ 、もはやズ 
ル ジ *ァの家族關係と少しの共通點 5: ももつてゐない . 0 近忡的エ業勞拗、 ^ 本 
め下にあける近世的讪從はゝィギリスはフランス ^ 冏じぐゝァメリヵ”ドィッ 
k ra じく、 すべて ブロ レ タリ ャから その 3 :以 的特徵 k 刹ぎ 去つ て， £2る。.山拼、 
道徳， 宗敎、彼らにとつてはみな= .2? くゾルジ"ァ的愠坫であつて、をの竹後， *(: 
|.1 必ず、それだけのゾルジ-ァ的利益が 0 5れてゐるのである。 


從來、政郴を扼つたすべての陪料は、< -|': 針：#を_分，リの收找條件に屈從させ 
て、 仑して C ： 分らの 旣得の 地 Rv.;li 保し ょぅと L た。 しかるにブロレタリャ 
l.t 、 從來の U 分の 所 桫方法(從つて嗖た、從來ー般の所枓方法^ヒ |;! 止し 1: 、 
初め 社 # 的生淹カシ：抛ることが出 ^ る。ブロレタリャは8分のものとして5:: 
,1 すべさ ものが 一つ もない。 彼ら け た ^" 、 あらゆる 從來 の、 私冇的 保 ^ 、 Ti 仃 
的保 ,,«: 5: 破坺すれば )11 6るのである。 

從來のすべての運勋は、み 71 ; 少奴表の迆勐、もしくは少 |5: 劣の利益のため (£: 
する浊勐であつた“プロレタリャの 31 勁 |± 、火多救の利益のためにする、仑の 
大 ぐノ數の獨立の ;1 $|) である。しかるに、現社會の敁下份たるこのブロレタリャ 
は、外 |111 の疋式社分 ^ -榀收して * るところの、-^ ^ 全部を空屮に吹き飛ば3な 
くて は、，：：：： 立し 穴符 する ことが 出 米ない ので ある 

ブロ レ タリア ートの ゾ />- ジョ アジ ー に 對する この Me - は、 形式 上 ( vf n h li 



3 ぅでな いが)、址初は1 |^| 的である。备 ^ のブ0レタリア|ト±、^3ド.ょづ、 
内 ^ のゾルジョアジーを處分せねばならぬのである糾 

技々 ;1 今、 ゾ s レ タリア ートの 爷 迮 ( C ついて、 をの ^ も 一 收的なる諸段階を 
叙述し ル 社 <5!:の内か ^ * けス \ 大な.^小な6 ^ 沉5れた内亂から、遂にを1 
ヵ烙破して公然の啦命とな.0、ゾルジ„アジーを ^ 役してブ”レタリアートの 
支配を樹立す4ところ 1 で到達した。 / 

從來の すべての 社 (7 は、前 (; 述べたとほ6、埘代階級み被郇伏階級との欲 !'| 
の k {c 立つ てゐ た。 けれども； 階級を 鳩 伏す るた め ic は、 その 階級が 少く とも 
奴贫办 在を 給け ぅる だけの、 ある i 姥 件が 保 f れ てあらねば ならぬ。^ 
奴は广奴刖：1.卜 (- 35' いて、ム、_の忖：巴の公民 ^ 立. -9- することが出 * たし、小^,\ 
は ^ た J ^ i 的 少 旧政."の扣 '^ のもと (;: あつて、 -/ ルジョアにな. 乙と：；；；，；：：： r 來 
た。しかる (: 近壯0勞働荠は、產業の迸步 >. ともに向上するのではなく、ポン 
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て o 分の 阽級の 4: 沾條件ょ6以ドに'たんだん深く沈んで行くのである。すなは 
*丨"芬 拗芯 l . t ir J ^: とな 6、け以は人 || と ^ との增加に比し、 1 仝ぅ念速に發这す 
ろ。そこでゾルジョァ.シーがなほ永く祚分の艾配階級とな_る乙と、そして仑の 
哜货の ^. 活條件を定法として社 ^ に强ひる乙との不適常が明睐となる。彼らが 
支配者たるに不適 7;5- な所以は、-すなはちその奴 .^ 制の内部に 1,-« いて、奴 .^ {- 牛 
存ぐのもの ^ -すら ^ 保することヵ出米なしとレふ ^ にある。 ^ * ^ . '^ "^ ^ :^ 
ら ^ は.れるので_なく、却つて奴隸を获ばねばなら«ほどの垃遇 (?: 、奴 ^ ヒ沈哎 
せるのやむなきに至つた點にあろ。社 ^ |.1 も11やブルジ"ァジーの下に生诉す 
る乙とが圯來ない。搀； ?? すれば、ブルジ"ァジーの生活はも |± や社 ^ と5.立し 
t ない ので ある。 * 

ゾルジ1ァ階紱の存扛、れょび会の支配榴の根木條件は、私人の手の中に /.\' 
v- m fil する ことで ある、 ft 本の 形成 わょび增大である。そして資本の倐件け货 
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^ ^ 蝴であ 0 。.七して 11 銀勞拗は仝く勞呦者間の競爭の上 !: 立つてゐる。しか 
る !: ブル ジ"ア.ジ丨'し無. .0; ^ !: 、仑レて無抵沆 (: 促進した ^ 業 〇 : ) 進步は、躱爭 

にょる ^ SKS M v/: : 5r & y) r .、 tA ^ (.: i o M- b co 'vi ^ ll<J ^ A ;: i- o <v^ ^ /J. ..:\ 

大 . ^ 業 の # ,i l:t ソルジョアジーか ^- ^ をな一^ ^ 出物 ^ 如灯するその甚礎.！；：. 
愤 .，， 7 ルジ ョ T ジ—の 足の. トから 引き 拔くも A である。 故 K フル. シ "アジ 丨 
•か 诈出す 0 ものは、访ーに穴分の菘掘6人であろ0ブ.ルジョアの沒洛と、ブロ 
レタリヤの勝利とは、共に不可避てある。 

访ニ々 ブロレタリヤと出ハ ^ 主 ^ 名 

共 命 主 ^ ^ は 一般の •/■ :: レ タリ ヤ :: 對_.て、どんな ^ 係にあかか0 
共洚主 .^ ネ.け夯働者の諸戰派 (: 反對 -1 て、別伽の；货派ヶ.つくるものでょな 
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彼らは全ブロレタリ$級の利出から分離した、何らの利審もつものでは 
なぃ 0 • . 

彼らは特殊の «( 則を定めて、ブロレタリャの運動をその型に入れょぅとする 

ものではない。 

ル V / M -. 主苑名 が、 ブ C レ タリ ャ め他の肃梵派と |4 なると乙ろは、ただこれであ 
る。 すなは f ,、 ！而 に A いては、. フロ レ タリ ャの柯 々1ー砰的關 ^ に史し 
て、をの |^ 济から獨立した、仝.フロレタリャ附級の八汕和益 ^- 』指示— 稃 特 す 
*0。をして他のー 1{|1 に心いてけ、ブロレタリャとブルジョアジーとの ^ ^ ヵ| 
過 >ろ铽シなる#敁设啮 ;: 對して、常 .(: 迚動全做の利益>代衣する。 

た. こ .一^:へ”主 ^ ^ は負ー而- ^ ^ 上に^一/ ^ 训界の ^ 働 ^ & :执ジ-^しすいて 

最も 大 15 な、 いつでも 全 fl させる！ 部分で ある。 をして 一而 UK 
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«、 ブ 一: レ タリ ャ M I / J の 條 忭、進路、 1> ^ び仝の奶結灰 (; 即し、ブ”レタ9ャ 
の 他の 大部分ょ 6 も、 i そぅ 明哳な 洞 格を もつ てゐる ものである。 

^ . /-? n -y •我 ^ to -J Irl ^ s 1=的は、他のすべて -<7) ブ6ンタリャ ^ ^ 販の仝れと ^ ー 
である。 すなは しプロレタリャ 5: |陪級に結戍す艺こと、ブルジ，ァの支配權 
を劬设すろこと、 /' ロレタヮャの -7-. ('; 政枬を拟心こと0 , * 
"VI 'ニ£ <]' 敁は、決して沾々社 ^ 改れ ^ たちの ^ 明し、もしくは 
發 ^ した、 «! 想ゃ «( 押の上 (: ^ すろ，^ので |:1 ない0 

彼らはただ、视存せ 0 附料冏爭の. 11 除的#阳做、すなはら我 - 5 - のは，則 ^- 起 6 
つつある !!,< 史的迚勁の、一舣的ム 311 ?-. 過ざない。從來の.财 ;^ 關係 £- 晓絕する己 
>は、必ずしも共淹主％湃の特徴ではな：，。 

ぁ. 1» ゅろ過上の财り颺係は、絕ぇず /!;- 史的の朽搀 5:- 受け、爻た絕ぇず脃史的 
の轻化 を益つてゐる。 • ' 


例へ ば 7ラ N ス咕命 l : t 、 -/ w ♦ シ ， r 的 w ) rc の 侦化のために、 ^ ^ ^ ..^ ^ ^ *! 
絕 L た。 

に共帝_の特微 とすると 意は， \1|^隱 喊 P で 以^'、 た 5 ルジ 
1' f , l ! i-l . ^! ^ l lrfi ^ l である。 しかし近 |||: -/ ルジ1ァの私^5 % は、附級反门の-^に 
ふ »/. 、、少 !, '( ^- にょる多數 ^ の栉収の-^に立つところの、生珩*=:ょび生 ^ 物領 ^ 
方汰の、 ^ 後にしてかつ投も完仝なる，衮 ^ である。 

^ ^ ^ ^• ^^^ ^ 、共產主葙 ^ は会の即ぷを一言ヒ約する乙とが出米る。 ^' 

けく、 成の 辟 柳。， 

|(|: 人け找令共淹主義漭を非 !:|| していふ0共苑主丧者は、人が〇己の勞働にょ 
つ 厂-掖捋したところの§人的財砟 ^ '砑絕しょぅとする。すなはちあらゆる偶人 
的ぐリ ||1 、沾孙、 >ょび獨立の机庇た ,,. ^^^絕しょぅとする、と， 

,=:丨しの ^ ©| に1って、内，しの迆得した、^::,しの储け*たした时命といふのか* 
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fn l . t プル ジ "ァ W 俺の 以前 (； あつた、 職人の 財砟、 ぬ夫の財淹のこと 5: ぃふ 
のか、 そ れならば找 ^ が ^ 絕.するには及ばなぃ。 ^ 槊の發 ^- |が肢 ^ それ，^廢絕 
し、な (1 日ナ « 絕しつつある。 

をれ>も彼らは、近卅のブルジ"ァ的私卄时淹の乙と 5: いふのか。 

1ヵし、 11 鈒勞働(すなはちブ6レタリャの勞拗)は勞働 ^ のために财鹿を 
つくるのか。決してつくらない。それはただ资木をつくる。 ?!- 木は ^ 銀势慟 |: 、 
拽取す /) ’ !« . ^ である。そして-4/れが £ に 1! 級 /.': ヵ倒 5: つく-0、更にそれを搜取す 
ると い ノ |'> 竹のドに *- いてのみ、咐大しぅると乙ろの财 ^: である。 10 ,卜の形 1 
じ4ける財茚；1、資木>-け銀勞俲との對立の屮に生存して * る0我々 5: してこ 
の對立 の附面 ir 檢せ しめょ。 

3¢ 本. V たる 乙とは、 生 ^ 界 ^ おぃて、 ^. 純なる個人的地位をもつばか6でな 
V -.た 1 の針 ^ 的地位 5: もつことである。^^4 / 71 | [^ ナ- ^ 1 ^ ; 8 である 0 多敦部 



2!!の ^; '同作 ^ (: ょつての ^ 、 いな、それを究極すれ « 、制 ^ 全-^の共ト作 ^ (^ 
ょつ ての み 侧か $ n ぅる ものである。 

故 {; ^ 本 |± 決して腦人的のカでなく .< 1つ ^ 社你$ある。 

故に 資木' > ||: ..打 |!| ぶ(すな |.1 ち社<&全： 1.-.1 の財淹)に ^ 11' さ |1 る垛八 ' , \ 仑れは 
何人的财珩が社钤的财 ^ (: 饺 }|1 されるのではない。ただその财 ^ の杜付的特 ^ 
が铋 1 | 1 3 -( 1 るのであろ。すなはも财 ^ の陆級的性 ?{ が失はれるのであ /' , > 。 . 

次に « 讯夺働. *>: はせしめょ。 

^' 汲勞捫の中均 ^ !:> |^ 、 ^ !||1 ;? 鈒の伋低である。す -1 はち、 ^ 跑 ^ が ^ 例 ^ 
としての少命ヶ-保つに必耍なだけの生沾 ^ 料の額である。故に 1? 汛势锄矜が自 
分の 勞働に ょ0て狍 <'.> 1るところは、た ; 1 : その亦抒の生活.で洱製す*0に )[11 るだ 
けのもので.あ*0我々は決しし、乙の以抟な生命の洱製のためにする、勞如產 
物 力 ⑷人的所抑を所絕しょぅとするのではな^^すなはち他の努働を支配すべ 
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の餘剡 t 年 •じない ところの、 この 所得 ^ , |5| 絕しょぅとするので1ない0 

みぺ ^ し”乂1 |^ か>の'^益かそれ ^ ,-- ';'!; '.求する | 1 '|] だけ生活しぅるといふ、をの悲 
^ / c - it . gjv .- なくしょぅ 七す るので、 あろ。 • 

y* A- J? a r l/) iih fr (: ^ CN -c li; 、 ^^* ^ ^ ^ l.t 、々 ^ 、 ^ w -$ n 々 ^ ^ -v , il) 

大すろ-ーつの节&-になろ。共夼卞：龙の扑钤にあつては、祀敁3れた啓蚴が、た 
だ '.''>- ) / 3^-い ; |-: 活ン也大し、5- :'.'; : |>| (: 1、^:记させる厂 ; , > !: なる。 • 
战にブルジ1ァの社分 !{: あつては、過去が甩作七支配し、共齑屯砘-い社 ^ に 
あリては、用 /|^ か過丨；ヶト< « する0ゾルジ，ァの社位 (; あつては、 ^ 木け蜀 ^ 
的て あ. 0、似饨的てあるのに、年きた人冏は從餛的であ6、非個饨的で ^ る。 

しかる {.: ブルジ9ァ.ふーは、かぅいふぶ阳话の砑絕を=して、仰忡の府絕！ 
C . I 1 I 2 乜 絕！ とい ふので あ* 0。 しか t 無理 もない。 乙れ はいかに も、 ブル ジ 
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■ ァ の焖 性、 ゾルジ ■ァ の獨 立、 ゾルジ "'ァ の C I11 の ) si 絕な Co. である。 

現在の ゾルジ "ァ的 生亦關 係の 下に あつて は、 -H-E とはた •■ffcr -E y V.-P 叫 
t 、^' llf .i t ,l aM て ft る。 

しかし- « 51 といふことがなくなれば、内山 « ^{ *-'万くなつてし 4 ふ。ー體、 
y ル ジ "ァの ，=山 ^ 51 といふこと、あょび仝の他 1 切の穴山 1 ばは 6 は、.中 1 | 1 ; 
時代の制以された益：^粜 ^ された相人に ^ して乙を ^ ^ もあるが、 ^ ^ -^ ^ 
が :1- 张すろ « 1{ の菸絕、 -/ ルジョァ的 /1-- .帝腳係の岐絕、4ょびゾルジョァ'シー 
そのもの.の哜松に對しては、何らの.サ〗 ^ もないものである。 ! 

济打 !.1 、我々が ^' 冇財淹を )51 絕しょぅといふのヒ笟いてゐる。しかし訴パの 
この视化の社 # に>いて、人门の十分の九 |.1: 旣 ^ 私冇财康 5: 失つてゐ5ではな 
い か。 をして を n が (少鉍效のために)存在してゐるのは、饮に令れがぐの十 
分の九のために存在してゐないからではない.か。故に ^ 打が我 « を非1する、 
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をの !!| ^ の廢絕といふのは、社 ^ 全：^の ^ > 多数の無财米.^必耍條件とする、 
をの財淹の辟絕なのである。 . 

要する !: 諸パ |+ 、我々が ^ ?!- の財砟を奶絕1ょ0ーするのを非雜するのであ 
る。いか 1: も我令はそれ ^ -欲するのである。 

諸 哲 J .- t 、 .' l - v / 似が もは. v ? t 本：： T せず、 5 ^幣に 0 ぜず、地代に 9 |/-* -ず、 0 爻 6 
獨 .'.• 的 )| 1 |- # カ.^ ^ じぇない乙と.^なる/て 1 /'> ^ |»] から、すなはち柄人的财.液がも 
はやゝゾルジミァ的财 ^ ^ ^ 形^^ない乙とになるその瞬诎からゝぶ ^ は偶忱 
が麂絕され 0 といふのである。 • 

故ヒ諸钉 |+ -1:1状してゐるのである。諸 ?, , - のいはゆる3性とは、プルジ*ァ以 
外の、 ゾルジ "ァ的 埘漆所冇漭以外のゝ何ものをも总味してゐない-のである。 
をして れ らの你 tf l . t もとょ 6 ^ 絕 すべ き で #) る。 

共迮主芯は#人 '- 對しても、 |1: 钤的.俺物 5: 拖得するカ 5: 批ふものではない。 
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た ?2 ,での獲 # にょつて、他の ^ 俲*て讪服させる、仑のカ 5: 挞ふのである。 • 
ある名は反對していふ。私耵財砟が府絕3れるなら、仑れとともに1切の活 
動が ^ 絕さ れ、從つて1般的怠悄 !: 阽るであらぅ、と。 

もしさぅとするなら、ゾルジ"ァ社待は疾ぐの :|1-. =、怠愤のために滅亡してゐ 
るはずである0ブルジ"ァ社你では、働く ^ |.1 值からない1、 ^ ける ^ |1 働か 
ないではないか。だからこの反对論は結 ;.0 、れ本がなくなれば 1? 銀芬働がなく 
なるとい ふ、 分 6刍つた前极語を、別の立味で使つたに過ぎない。 

ベての 攻喂 l.t 、 ill ( c M 祌的逝 物の 拽得 ちょび生淹 {0 4で延長5れてハる。哳級 
的 け>成 の ^ ^ が、 ブル ジ "ァ にとつて、 生.淹仝のものの )51 絕であるのと 1 | <1 じ 
く、. 阳級的-乂化の肢絕は、彼らにとつてー ^ 文化の ^ 辙と同竞在である .0 
收らがしかくダの消滅 5: 也しんでゐる、ム、の夂化なるものは、大み、多数の人 


|{; とつては、ただ機械として侧くことの敎许である* . 

し ヵーノ B 力、 .n 山、 文化、 楛利等 -‘、 11 の ゾ. ルジ * ァ的坫解 ^ ,52 ^ 
として、 ゾルジ ™ ア财述の财絕を律しょぅとすろ |«] は、論爭は無益である。沾 
打の忍以4のものは、ゾ少ジ*ァ的の生帝阅係>ょパ財咜闕係の淹物であ 0 。 
夺れ し -M じく、 ^ け の桢利 見 唆た、 ^ 打 の ^ 級 的 益 志を 法； g： とした ものに 沿ぎ 
ない。， v してを の ^ 志の 內， 矜は、諸打の階級の物贸的 4: ;活條件から生じたもの 
{J 過 V」 ない。 

- ィパハ 利— J- IIJ ny lii . すなはれ>:5 '« の汴命£1添おょび财產 ^ 係は、生 ^ の 1 

步 !: |.'£ 0 .て1 -.!, 1-« す 6 ^ 史：2阳係であ. 0 の {: 、ノ0れを永 ^ の-:::-然法おょス^7-^ 
:• ; —. ,-' ぃせ /> 1|.て〕 .« >/!' の利己的 1; ^ 姐. '|* 、サべて乃滅亡した過去の女 | 1 1|.! |^ 及‘ 
ヵ、みな沾パし，- |.^ じくもつてゐたものである。諸打が古嗽の |!| 淹 {;: 釾して 1 , 1 | «1 , 
したと. こ K ： 、 4 た ^1 迚的财淹 (2: 對して珂解したと乙ろのもの |: 、 ^ ?5- *-!ハ ^ 、 


ゾ， ：シ *ァ 的 财產に釾しては押解しょぅとしないのである。 

家族 制の 府絕！ 4'淹主義者の乙の不名你な提案に對しては、敁念進派の人 
人す らも愤激する。 一 

しかし、現在の家族制度、ゾルジ"ァの家族制度はいかなる某礎の上 ^ 立っ 
て， ^ 0 か。資本の上、私收入の上に立ってゐる。完全に鉍逮した乙の家族制度 
は、ただゾ少ジ"ァジーの間にのみ存在してゐる。そしてゾロレタリャの强制 

rl!J 1ft KK fe£ と、 公奶制 lie とが、 その 補足 物に なつて. q る。 

ゾ ルジ "'ァ の 家 放 制は、 もとょ- ^乙の袖足物の泔失とともに消失する。^」 
< て 兩者 とも、 资本の 泔失とともに泔失する。 

^ 竹はまた、子供に對する糾の搾取を货絕するものとして、我々 ?: 攻 ^ する 
か。.我令は廿んじてその罪人たムこと*^内涊する。 

しかし(と諸君はいふだらぅ)、 ^ 庭政 # を诚して社舍敎竹 5: それに ^ へるの 
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は、 最も 神聖なる 家族 關係 V 」 廢絕 する ものである、 と* 

と 乙ろ が、 諸君の 敎 育 もや 从 6 社 # に ょつ て 決定され るので はな S か。 猪 君 
が敎竹を施すをの社會的諸關係にょ 0 て決定されるのではなぃか。學校などを 
妞じて、 ]?1 接間接 ^ 行はれる社會の千涉 ^ ょ 0 1: -決定3れるのではなぃか。共 
產 主義 ^ 一一、 敎育 に對する社會の影惚 4- 發明したのではなぃ。彼りはただをの 
彤锉の件質を镘じて、敎育をして支配階級の勢カから ^ 出5せょぅとするの ^ 
ある。 

^• 族制度ゃ敎育のことにつぃて、爻た親子の間の神架 * 關係などぃふことに 
ついて、 ブル ジ "アが こんない ひわけ ?: して. Q ると き、 大齑 業の 結 汜 として、 
‘フ6レタリャの家族關係がだんだん (: 碑坎され、仑の小记たちが取純な商品と 
努働器 械とに 變形 S れて行くのを昆5と、我 «- は货に嘔吐 ^ - |1 すの威がある。 

•たつて君ら共產主较者は、紀人の共有を行 !.1 ぅとしてゐるのぢゃ衣ぃかと、 


^ ゾル广シ"ァジ|が我令に向つて合叭的に挹叫すろ。 

ゾルジ n r l . t n 分の 妻を 眾なる 生 產矜具 と考 へて ゐる 。をして 生 ^ 推 具が み 

な 共同 ^ 利用 3れると間いたのだから、をの共同利川の迎命が、やは6蟮人2 

• • 

上匕も來るものとしか考へられないのは、無现もない ^ である。 

共.所、エ艽老の！1::的みするところは、3へ，いふ取なる生滞 1''| .| !1 -としでの婦人の 
地 卩 4: 、 ^ ^ しょぅとするにあるの*たなどとは、彼らが ^ 5もを .^ ない、，-ム-で 

ぁる。 

_かしなんに1ブ 0 、わがゾルジ"ァ諸君が、 をのいはゅ « .^0-ぷ者。 SA 

^.、訂— 制 S 七て、 僅 的湛 S した 乙と ほど 望べき ものは ない。 共. 保 キ義 
れ は y 人 共有 制 k ilil ^ t る 必要がない。 そ れは换くの昔か， :) び /{-: _てゐるで 1^ 
ないか。 * 

わが ゾルジ 3 ァ諸君 は、公奶のことは1ばらくいは«としても、ブ&レタリ 


ャの袅や娘を勝手 ^ して、仑れでもなほ滿足が出來ないで、史に自分らの逛を 
互ひに誘 .€ する乙 > - ?: 無上の快樂としてゐ 0 ではないか〇 

- プル ジ "ァ の結娇 は、 仑の- 1T W 上、 ま 3 に奧夂 共有 制で ある* さ すれば、 彼 
らが共 市主 ^ ^ に ^ して加へぅる攻 ^ は、 |13 谇的に |*? 敝されてゐる ^ 人共冇制 
の 代 6 !- 、公然たる正式の ^ 人 ^ 有制を設けょぅとするからいけない、といに 
のがせい ぜいで ある。 なほい /. ^ でもない こと だが、 現今の 生 砟關 係 ^ 敁袍す 
れ は、 仑れ とともに、 その 關係か ら生 じた；^ 人共冇 制、すなはち公私の « 泞制 
度が、 みな ？ ft 滅 する ので ある。 

^ v ^: * ^ ^ l.t fil (c ' ^ 鹹を ^ 絶し* |^ ^ 性を艘するものとして攻职3れてゐ 
る。 

勞働者は祖阈をもつてゐない。その人のもつてゐないもの 5: 仑の人から取る 
ことは 出來 ない。 ブ t レ タリ ャは爻 づ政權 シ.-振らねばならぬ、 |^ 尤的の階级た 
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る 地 之に ^ らねば なら W 、 -=「しを阈比として結成せねばなら«。であ 6 4ら、 
その ^ 味に *- いて、ブルジ"ァ.シーの ;« 味とは全-く 3 ふが、やは6 ^ 民的であ 
る。 

W 家 問の 差別、 おょび人柯間の反ロは、ブルジ*ァジーの發達のために、通 
商の自由のために、世界市場のために、生產方法>ょび仝れに相應する生活關 
係の |.'1] ー化のために、もはやだん ^ ん消 ^ 1つつある。 

7* ロレ タ リャの政治は一をぅ多く仑れを消滅さゼるであら^^^少くとも文明 
諸 阀1:たけの阳結した行動が、ブ"レタリャ解放の最大條件のー 0 である。 

ー网人が 11!1 1^ 人 4: ^ 収することが止めば、仑れと |.!1 じ比伢に *- い 1 : l w tt 
*; 乜 4 ^ ヒ窄取する乙とも 11: むであらぅ。ー阈の內部に办け -5 階級對立がなく 
nf 、5£と3:との冏の敵视も 4 たなくな 0 てあらぅ。 

宗 枚 的、 竹 ^ 6、 わょびー般珂想的 «. 地からの共砟主旎 !^ 對する攻喂は、大 


して木氣に<1究するだけの 1' ; 1 ^ がなぃ。 

人冏の生沾ト-の ««- 糾- ^ と--.も {: 、ぞの '|.|: 付的 ^ 阅係とともに、その ^ 分的 /:: ル 
活 とと， ，> !': 、その . | 1 1'. 1-!' .,、 ^ 念、わょひ；^ «| , 、ー-|!:1にすれは、その.0:: /»7. -'も爻た ^ 
化すろ とい >*、ことを邢解4 0. の {: 、ム- /1 な ;: 深い洞格カがいるたら『.か0 
+::來、 . 1 & 11 , . の；^:史か示して.！：バ-モこ 〇 のものは、萜砷的汴 ^ が物 0 的生 ^ と 
ともヒ ^ 饩するといふことょりほかにないでけないか。 a K? ll« iu 'rJ 」- fiJ -l,. !l J 
" Wl ： 、ぃつでもただ亡のト<配陪铋の 1'| 心想 -0-- .あ1^。 

ある迅想が全社锌を唞命したといふ己とがあろ0それはただ、倂扑分の内部 
に、新社會の耍桌が # 介したとぃ^: ^ ^ '古ぃ生活蹦係の解 ^ とともに、古ぃ 
思想の 解 ^ が！ S 1 の步. 調 t とつた と ぃニ爪议を指すに過ぎなぃ。 

上古の世界が滅亡に湖したとさ、+;:ぃ諸{-ボ & !. 1 み 71 、.キリスト敎に怔服 5 れ 
た。 十八 曲紀に 、 キリスト敎の思想が啓蕺思想(合押思想〕 (: 炤せらパたと 



き、封 ^ ^ 钤は常時の ^ 命的ゾルジョァジトし致命戰をやつてゐた。 15: 心 0 ひ 

由、 お ょび 諄 . CT の ^!!1由といふ ^ 想は、た ^ 穴由 ^ ^ の ^ 勝 5: 知識界について_ 7- 

✓ 

明丨 たに 過 ざない。 

『けれどと と说 かがい ふだら ぅ。 •產 的、 儀 的、 H ハ 的、— 的、 法 印 
的の諸见想は、 いかにも ^ 史發 ^ の逍程にお1て變化した !^ 相違ないヵ ，ボ 
软、道 ^ 、机學、政治、法#は、带にをの ^ 化の間に ^ 存丨た』 

『を 1 こ^ ri た、 £!1出、正 ^ などといふ、あらゆる社 # 狀 ^ に共通する 永.^ 
の興1;がある。しかるに共 ^ 主齐は、その永劫の ^ 仰 5: 啦絕する。。敎逍 ^ 
5: 改新するのではなく、全くをわ ^ 廢松する。 ^ から共淹 5|- 義 |.1: あ、 レ， ける 過 

令 

去の 歴史後收と矛 ;11 する。』 

この雜 ;|- 1はー奶どぅいふことに歸 ^ するか。あらゆる過公の^^レ疋史 |.1 
听そ對立の中に發 ^ してゐる。をしてその睹級對立は、時代々々 (: 從つて仑の 
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形態を異にしてゐふ。 / 
しかし仑の形 1 はいかにもあれ、社符のー部分が他部分を搾取するといふー 
點はゝすべての過去の諸時代に共通な祺 ^ であるロ從つてゝすべてりネにの !!!: 
# 的内迓(社 # ^ 誠〕が、その /? 现の多 ^ 多枋なるにかかはらず、ある共通の 
形式を％つて拗くのは、常6前の乙とである0亡してをの怍议形式は、階級對 
立の ^ 3消滅ととも {: 、初めて完仝 ^ 解微すべさものである。 

共產主義の革命は、傅來の财诈關係 <; 對する根本的 (/') '分離である，從つてそ 
の ^ |1', の過稈において、俾來の思 ^ と祓本的に分離すろのは、常6前である0 

し 力し、 共 衆 * 義ヒ對 する ブル. シ 9 ァ の非雜 は、 もぅこ れで棄ておくことに 
しょぅ 0 

我 令は， 旣 に以上に ^ いて、努働 ^ 革命の访ー步が、ブ”レタリャを支配陪級 
の 地位に 上げる 己と に ある t た。 すなは ち、 デモ クラシ— の—^; ある t 



た" 、 

プロ レ タリ ャは その 政治的 ト乂配 權 七利 /|1 し、漸々にゾルジ"'アからー |>'] の 
it 木を 捩 V 収る であらぅ。 一 W の 生 珩栂 !: 11 5: -3:家の手に、.すなはち乞 ^ 听 ^ と 
し 广-結成されたゾ.ロレタリャの手に、犯中するであらぅ。令してル'-迮カの總 ''. '11, 
5 : 出來ぅ '0 かす6 ^ 速レ'咐大す 0 であらぅ9 
も*.: _ろ /1 、 * 忉 は *'财 # 梢に ^ す /:, %わょひゾル*ショァ的 : , |: ^ £! ^ に ?| す 
る、咫制的枝 ^ にょらなければ、 ^* のことは行はれぇないであらぅ。從つてを 
の 方策は、 經濟 上、 _ *1' 做庇であ6漭ぃ5であるか (: 兑ぇる。しかし/てれが旭劬の 
31 行につれて、，：：：：然に元の博外 (: 以リ^:でる。そしてそれが4 # 7; 法の八 ,^ || 1 - ^ 
铹 ^ する手段として、避くべからざる方浓となる。 

もつともこの方策は、それどれの ^ 怙 !: 從 0 て、それ €' れの羌界を ^ するで 
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しかし敁も進步した詻3:にあつこば、左の諸方笟がた抵：肷 !: 行位3 11 ぅる 

であらぅ。 

一、 十 地所む 樅の 冽 ^ ，、 4 ょび 地代. て闷怒の抨れ {: 充てること。 

ニ、强呓の粜進所抖稅。 

三、 相： K 梢の 騎止 = 

四、 すべての柊出鉍>ょび叛逆名の财朮の沒收。 

五、 网.：尔の -2 木をも 0 て仝然獨占的なる阀立銀卩をつく6、；2 ^ 樅關.^ ^ 染 
の ^ に圯中す /. こと。 

、六、交地おょひ迎1關を ^ 家の手に 1{: 屮すること。 

七、 ほ仔エ拔の埘火、3:打生淹槻朗の增大、非冏的設肘 (; ょる十地の1?吼办 
ょび改苒。 • 

八、 すべて S A に 對 して •中等の 勞慟 孔務を課す,こと。命罘 ^ 隊を編成する 


， — 52 



之と (殊に 逸 ^ に對 して) • 

九、 農 ^ と 工業との 經煢を 結合す る 己と。 都 # と 地方との 區別を漸々に杈す 
る こと o 

十、 すべての 兒帘 の 公共 無料 敎 打。現今の形式における兒 ?3 のエ垛勞蚴の趿 
止。 工業 生 ^ と敎 打との 結合 等。 * 

かく 1: 、發達の進行につれ、喈級的差別が消滅し、すべての生齑が、總倘人 
の 協力 (仝 s : 民の 大糾八 =>の手に犯屮されるな，&、仑のとき公的椎カ |1 亡の 
政治的饨烈ヒ火ふ。 '‘儿 米、、 6 £5 る 
ため，^^ 織^^^ * フ n . レ タリ ャ はゾ ルジョ アジ ーに對す ^ 戰關の必耍 
1、 <=ら！階級を形成し、哏命 !: ょつて.：：：：ら支配附級とな-='、そして支配 1% 轵 
として 强制的 に古いル命11. !#. を |£! 絕するのであるが、仝の生淹 !^ 係の ^ 絕とと 
もに、附級對古.の存在條件を廢絕し、陪級全捫 ^ 」れ絕し、從つて !1- た、^=らの 



陪級的 支配 植を も廢絕 する ので ある。 

かくていよ いよ、 ト |'| い -/ ル ジ ァ社汴(4-よび会の諸階級と陪級対立と)の 
代 6に、各 人の 自由な 發迮が 爽 人の 六山な發 ;<? .-の條件-^るやぅな、協カ社位 
が生ずるのである。 

^ -•: 草砘件屯在および共淹上遂文 ^ 

一 反肿的社分主葙 
A 封妞的社分主遴 

フランス わよ び ィ' キ V スの 1 , 1 族は、仑の胳史的地位からして、近 |«: '/ /|< , ジョ 
ァ 社 # に 反對 する 小冊 户をカくべさ任務 4: 帶びてゐた。1八三0年七：^のフラ 
ンス革命において、爻たィ**キ9スの改 -'| , ( 妞种において、彼らは 81 (: この敝ふべ 



き 成 上 6者のため (^ 紐み ©: かれた。本：滅 ^ 政治的關带はもはや |! , .1 乪 !: ならなく 
なつた。彼らに殘5れたものは、ただ文铅上の ^ ひであった1かし、をの夂 
浓の 方面で も、 ゾル •ホン 王朝 復活 時代 二八 I'q 年から 一八 三 0¥爻 で) の 古 
い忒葉ではとほらなくなっ^^彼ら ^ 族が怳間の問怙 ^ 喚び起すためには、，：：：： 
分’の利 ^ 昍係 5: |!3 蔽して、ただ ^ ^ されてゐる啓队階级の利 ^ 關係においての 
み、 ゾルジ "アジー に 對 する訴 狀 幺 つくられば ならな かつた。 かくて 彼らけ、. 

rr is ^ rttl 4?k ^ ,rf; ! f a ^ v.- ^ a 、 t<-K;^^t -4 f' --tT= oli i-^ rr v-^ w ir JL ^ 

いて、松かに_ら收いせ 5: してゐたのである。 

J - t a 的 社 ^ 中： 義 li かやぅ にし '-起った^乍ばは哀歌’ヤばは皮肉’肀ぱは過* 
去の阼昔、乍ばは將米の竹成、もして呤に !.1:. ‘深酷痛烈 <: 批判 5: もって、ゾルジ 
^-アジーの勝 ?: 剌すことがあってち、近 1!|- 史の進路を ?1! 恥する能カが全く缺け 
て. C ■たので、 をの效 果 は你にただ汾枋でぁった。 
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彼らは民衆を，：：：：分らのぅしろに犯め .5 ため ^ 、プロレタリャの改4 ^ ヶ.，旗屮 
として 振 6かざし /.? 。けれども域衆は、しばしばそのぅしろ ^ 集钍つた七き、 
彼らの竹屮に齿の封妞的紋所を兄つけだして、軤蔑の高笑ひ 5: 殘して逃げ去 0 
た 0 . , 

r フン ノ 勋王派のー部と、贵年ィングランド稱とは、この芝 «- の好適例であ 
る* 

封 ^ 主義者は、 肖 分た もの 搾取が ゾルジ * ァの搾 取と. ム 、の 逃を w: {c して， c る 
と S ふが、 それは 彼らが 今日とは まるで 違つ た、 f して 八 Tn でょ ト+—代办くれこ 
なつて. 5る、事情と條件との下 ^ 、揿取をやつてゐたといふ乙とを忘れてゐる 
のである。彼らの支配下 ^ は、近世のブロレタリャは存作してゐなかつたとい 
ふがをれはやは6、近代のプルジョァジーが彼らの社舍紐緘の必然の子孫だ 
といふ乙と 5: 忘れてゐるのである。 
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をれに彼らは、自分たちの批評の反觔的性 « を殆んど ^ して&ない。彼0の 
プル* シ "アジ 1 {: 對する 主なる！ §資は、ゾルジョアジーの支配卞には、社分の 
偽紐喊を全く引つく6返5ぅとする1陪級が、發生しか « てゐるとぃふ (2; 歸 * 
する。 

彼らが ブル ジ "アジ— 5: 1*? めるのは、仑れが1般のプ »/ レタリヤ 5: つく6 ^ 

し * とい ふこと. ょ 6も、むしろ ^ 命的ブロレタリヤをつく6出したといふ乙と 

% • 

1 C ある。 

故に 技. りは、 政治 上の ^ 除に おぃては、勞锄階钭に對する噃沿的立法に加诚 
し、 爻た！=;常の生活においてけ、そのあら 1{1) る立派なロ上にも似ず、&令の钵 
愧で袷ひ逛：^抗：卵や茁 ^ や名 ^ -^羊毛や砂糖やジャガ芋洒と交砧ャる-乙と 
を 辭 I なかつ た。 

r ^ ， ^ 〕 この林 « のこみは、主としてドィツを |8 した /> である0ドィツでは、地方の货族や « 士 
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が、 そ €如 地の 大 部分を # 頭役の齐 |: ^ 作3せて、^:らその利益を收め、 '01 にまた大议 «| ハ砂 ^ £! 
® ,v や ”、 •シ ャガ ^ 讷乃 ^ 造をやつ1ゐた。ィギリスの >;< 裕な货昧は、士だそこ<でのことはやら 
なかつたが、そ 4: でも、 « しげな « 式仔补の作祚券 |: 8 ^ を 1? して地代，：：铽少の埋め合せをするこ 
とを紉つてゐた* 

肘侶がいつでも、お ^ ^族と手 ^ 柺へてゐたと；1:じく、衍侶的 ^ .&主 ^ がま 
た、 いつ. でも 封 迚的社 钤主筏 J : 作つ てゐ た。 

.キリスト敎の镑慾 1-: 在 ;'.: 社拎主在的&彩1つけるのは、何ょ6も究易なこと 
で.リる。キリスト敎は私有財撤 |; 妇1、結 ^ に對し、阀求 !: 對して、熱心 (: 反 
対丨たではないか。キリ.スト敎はそれ，りの代6 ^ 、慈善と乞 ^ と、獨. ^ ^ ^ と 
i ^ B i ^ t ' ffr ^ ^ n ' f t ^ ^ - AJ v . iJi & L ^ f u ^ s -^+^ Kh ^ fliL ^ i ^ li 
れ放の怆怒 5: 淨めるために、泔 ^| が汴1^聖水である。 
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B 小 ブル ジョァ 社 # 主 ^ . 

ブルジョァジーのために，じぱ5れた者、近世のゾルジ"-ァ社會の中にその生 
^^ fh v's -^ 傲 凋落 3せられた各は、封辻 ^ 谈階級はか6ではなかつた。屮世の 
柃許ポ-比と小 |;< 喈級とけ近 11|: ゾルジョァジーの先驅であつたが、 1*. 商業の ^ ^ 
の ^ パた ！1>では 、乙れ らの階 级がやはり吱だ’新叫のゾルジ^ァジ—と並ん 
で 4: きながらへてゐる。 

近狀 ^| 」父明の ^ 述してゐる阈々では、一つの新しい小プルジ*ァ陏級が形成 
さ0こゐる。仑れは、プロレタリャ咐級とヅルジョァ階級との問 5: 彷 ^: してゐ 
る もので、 ゾ ルジ"ァ社會の袖足的部分としてぐ常に新しく發生してゐる。し 
かし そ SS ； 成 ：：：：たる倘人は、絕ぇず競 ^ のため ^ プロレタリャ (: 突き落され、 
しかも 令れ が 大命 ア-の饯迮につれ、近此 ||'. 旮の獨立 / /> /- トし\」は全く消滅に ^ 
し、 仑の代 6に临エぬ業 {(: わける努俲監抒米、 *!- ょび # 頭支配人を牛ずる時 ^ 
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が 近づ さつつ ある。 

フ ラ N スの やぅな、 ^ 民 階 ^ が 人 ：：：の屮ば以ト-を^:めてゐる阈 ^ では、 -/* ,: 
レタゾヤに ^ "して、ゾ少ジョアジ|に |/: 对 -<|- ス：义人らが、小 -/. »1- ジィ 7* 的 -1', 
ょひ小？4的の. ^ 準でゾルジ-アジ丨 4: 批冲し％ ^ /* 仝の小ゾル，シ-ァ的 * ".,ん 
ら努册 £ :: 加^5する 1/) 11、ま乙と (^ ,::::然の乙とであつた かくこト -/ ル.シ-ア 

- W f ?- * IT - '.' 我 J " - lL o ^ シスモンチ| (.1 7 ランス (.!• か- リ で ^ く、 ィ Y リズ-- し . C 

も、この ^ 派の 1 *: 颂であつた。 

この ^ ウ卜- ^ け设も銳利：^近讹の ^ ^ 關係 :: わける矛 ^ ^ ^ ^ し々。；^ ^ 
^ キ2 53 : ,- 1 .'- 虛饰を撼 ^ した0また 1 , )'5: も仃カ <': 、機 ^ と分 ^ との砘 ^ 作川、 ^ _^ 
と-^地-ぐの集中’ル成過刹ゝ恐慌’小資本 ^ と小 ^ との必然的絀^^ゾ”レタ 
9 ャ の悲恃、 4: 命界の無政府状 1 、济の分配の把くべさ.心椏：|3、 ^ 阀民間 ^ 怎 
ける 必死の 砟龙戰 讲 、 ^ f / trr 、 扔次族 關係、 AW K- ti': の ^ ^ を 論 說 した。 
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も ^ ノ北=!の 11| ^ 關係わょび ^ の社 ^ 1作 «1 しょぅとするか、3もなくば、近仳 
の 4: 產交拽方法を、扒 |!| 表阀係(近世の生康交換方法にょつて刎わ，ごぱ3れた 
ル乙ろの、4た刎ね>ば 5 れれば ^ らなかつたとこるの、その沔财布關ほ)の 
外殻の中 ({: 、無理 ^ # び押|こ 4 ぅとするのであつた。いづれにしても、をれ 
は 反 肿的で あ &、そ_た空€ 的で あつた。 

焚造て^ (: ^'> :いては座カ :| | |1 度(ギルドの，=治 :|>|| >、 ||<| 1.-< 付 ^ >いては族 ^ 1 !]1| |^ 、 

をれ が 彼らの ^ 論で あつた。 

この 學城 は、粘：5、 ^ ^^翁埏.酔が、曲げがたき歷史的事贲の訪 ^ 滹 ^ 
して、あはれ-け « 地なく ^ 4 |>た 17>' であ <. 。 

C ドィツ T. v'r ^ ^ l- /e l-t: f iI*f. .: !I : . J— f> --^ « 

フランスの社 ^ 卞 ,. 的 1> ょびル /'? 中， :', , : 2文 |'' :は、夕 | , :(! 阽糾た. 0 . -/ /1- ジ."：/ジ 



1 


— の 1の下ヒ起6、仑の支配桢 ^ 到する|の文中的丧現|して|ので 
あるが、をの文 :,|1; ;:がドィツに輸ス？れたのは、らやぅどドィツのゾルジゴアジ 
丨が、封处的琳 ||||] 政治に封して戰随 5: 即始した時であつた0 

ドィツの. 对取名 、- r : fi 5 w ^ 者、 あょび交杜来は热心 ^ この夂ムを耽纳丨た 
か 九た彼らは、をの文 ^ がフランスからドィツ ^ 移33され々ト—、フラン./-> 
社分關係がそれ-とともに柊柄^れなかつたといふことを忘れてゐたロをこで乙 
の フランスの— は、 ドィツの 社伶關係に對して^くその吖—際的の总にを 
失ひ ただ开純な夂 ^ 的の姿を示してゐた。從つてそれ |.1 、人間^!刀 ^ ?« ,-汨 
するのんきな ^ 究的迅辨.となるょ6ほかはなかつた。かくて十八忡紀のドィツ 
の ^ 老に とつて は、 N -フン 5 一 相 命の 1 は、 「 si ? 性 』のー£2§求とい 
ふだけレ广- ^ をもつたもので、 ^ 命的ンランス.ゾルジ„アジーの立 -.|.- 心 ^- 记.^、 
彼らの脱中 ^ はただ紳粹の总志'识记2尨志、鉍の人問5兗志0法則と1ての 
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み 映 じたので ある。 

仑乙で *1-* ィッの ^ 艿たちの仕市はた ^ 、新しい 7 ランス见想 5: 、^:分らの古 
い朽 ^ 的 ]'4 心と調和5せ6か、或ひはむし*<、汽分らの付學的立垛からフラン 
ス |!| 心想を舣&いれょ，ぅといふのであつた。 

乙 ; , ) 結八=はちやぅど、 ^ 譯 (: ょつて外 |^ ^ を収6いれるのと、 [ 1 . = 1 じや6方で 
.行は れた U 

ll •. il の ^ t ^' 侶どもが、 l ^ r 代 vi 敎 N の典 ^^ { c ょつて、ヵトリックの ^ 埤僧の M 仲 5 r 
つくつた己とは、人のょく知る士ころである。ドィッの ^ ^ は、 (}> 界の 7 ラン 
ス 交令ぱに對— て、 ^ 5 に その 反 對をや つたので ある。彼らは 7 ランスの |;';( -:|1: ;:!^ 
某づいて、内分らの朽 ^ 的駄辯を讲いた。例へば、竹 «? 1作爪 !; 關するフラン 
ス批： ,.-1' : (: 某づいて『人問性の離反』 5: 讲き、ゾルジョァ阀-¥に關するフランス 
批冲に 花 づい て、『絕對 ^ 遍政治の |.5? 止』 ^ - ^ いた61た。 
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かぅいふ柯：：-的用語 4: フラ\スの史 !'| ; ] 鉍達の-^に常てはめ 0 こと ^ 、彼らは 
行岱の竹平、奸正.社 ^ :{-: 旄、社#卞苑 1/) ドィッ科尽、社钤卞 ^ の竹印的莊礎な 
どと 命 名 した。 

7ランスの社 ',,' 主帘父 14- 办ょハ共珩卞 .?£ 文 (|: || け、かやぅにして明らかに击勢 
5れた)をしてそれらの欠 (': || がドィッ人のアの中で、 一皓 积の lli ppf 級に 對する 
阕 ^ -' « ^ ;.- >-失つた昤、ドィッ人け /- 、れて『ソラン'的侃見」 ^ 去つたと见ひ、 
^ 1 ; 1- の要 .'1-. てなく !)1. '§:'の ^ 求 ^ 代 ^ したと思；：：._、ブ£:レタ9ャカ利 ^ でなく人 
問 性 (ゲ」はむ-哎人叫)の列益 <;- -代及，たと圯つてわた’！かる (: 令の人閃と 
t .- 、 '- 」 の 附糾 ,: .:も ^ せず、 ^ |1; (/> 'も '.) でもなく、た /: -! , ? ;'>1 _,財. , /1: -.也の *':: , :;' 作の中に 
のム存—>,.ものであつた。 

か vo ( c ; fr / l , - cl .- : :: , : , ; l ' 5 :..,. :: r - フ、 • •^ 铝的达郑 ^ 吹今丄兄てたドィッ扑む-^而も、®: 
くに 1て颉>-その拘尽的な加： -,|- 氣 .> , ^ 人つた。 





ドィッ、 殊に ブロ シャ 1/) ゾ ル ジ *ァジーが、封毡 '|'. 以族 3> ょび # 制王政に對す 
る硤^、すなはち自叫屯荻迚种が、次访に本物になつて來た。 

，-れ |: ょつて、いはゆ 0 -- 51 正社汶 :|- ^ 』は、ダバ小耍 ^ 1 てハ-た奸機钤をっ 
かみぐ て、 をの 政治 ?[ 1 趵に社命 71 -; 衣的耍求を對立させ、作山主在 (: 對し、代戒 
政做 (: .-| し、 ゾ ;>- ジ "■ァ の c rtl ^ ^ r fl — 、ブル ジ 3 ァの « ム1,::::出 (: .?1 ,1、ブ 
ル ジ <- ァの立 rj < に 対—、 -/ . ル* ショァの N - E - l '- ^ f - . 対 1て、仑の仲統的咒 .!'|1 を投 
げつけ、を一.し ^ 衆 (': ^1 つこは、彼らが乙のゾルジ*ァ述孙のために、得ると 
こ t ハは 一つ. もな く、 失 ふと こ ^ は： ^ のものであるべき乙とを ,14 法した。ドィ 
ッ #. むホ :^ は、このとき、肉分'か -5 « 6をしてゐるとこ /) のその 7 ランス批评. 
が、近 |»: ゾルジ1ァ社 # の -# 在を的從とし、おょび ^ “に隨作4る物ー , <'{ 的小1:5 
條件>、それ !: 適應する政治糾螨とを前设とするものであること 5: 、折ょくも 
忘 れてゐたのである。すなはちその前他 5: 拽得す. 0 乙とが、ドィッでい 1 漸く 
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問 ^ となつ て！ ^ることを忘れてゐ9のご #) ろ。 

故に、 ドィッの # 制 政治 おょび 仑れ (: 作ふ衍介、饮捋、地方以族、货份など 
{七つて— こ レ— # j 親は、 フル ジョ アジ ー の來與 に對する、 ^ ことに份好 
の 案山子で あつた。 

炉 力 も 乙 1/) 卟、ドィッの « 制政府は ^ 磡階級の种亂に対して、鞭敁と銥丸の 
に 力 >藥 5: £:へた後であつたので、乙の «|: ^ 主義は货 {: ||- いロ 1|'|: しであつた0 

乙の 『既 11 : 酐 # 主 ^ 』は、かくドィッ政府のためにゾルジ„ァジ 1^ ^戰 ふ武 —66 
器と なつん と： a ルに、- in た-:^ 接に、 一つの K 動的 利益 (すなは f - w 權市 K 陪級 i 
の 反動的 利益 _).を代农してゐた。ドィッにおいては、十六 1«: 紀以來の遣物であ 
つ - r 仑 t '.'そ_レ ^ たぇず、柯々の形で復5£してゐる小ブルジョア附級が、現 
存 社 命 状態の 特殊の ^ 礎を つくつ て， Q るので あつた。 

この阶級を維持する乙とはゝすなはちドィッの現存社伶狀態を紙持する所以' 


で ふつた |かる (: ブ /1- ジ-ァジーが命 « 的わょび政治的ぃ乂配椏 4: 拟れば、1 

方には资本2犯屮のために、1方に |-'1 ^ 命的ゾ0レタリャの ^ ぺ2ために、乙 

の陪級が敝かに沒沐する恐れがあつた-仑こで3*艿 -£ 社な主衣』は、彼らにと 

つてー行ニ：一一セ仆すもののごとく坫ぇた 從つて令れが流行病のやぅ ^ 茲延し 
• - 0 • 

迟に この •卜-- ッ 社钤 -!- ^ け、 空 也の 蜘蛛 C 網て 51 ら“、 • {!¥ 辭の 出で緣 5: )[4 ら 
れ、むやか /.: 成情の « (: ^ 5れた、汴仳ばなれのした衣の中 (: 、仑の ^ れげな 
r . / K 久 1 /> 穴 /|! ヒ ti / L ' たので、 右の 人 - , / の 叫にちけるこの商品の ^ れ行さは、.い 
ょいょ 胳 んな ものに なつた。 

.•;' /、てドィッ ||: 侍土義は、次汸ク々 (: 、この特許：^民階級の立派な代及 ^ と 
して、 n rJ L.') 他 命. v- ,,s 4 した。 

^ らはドィッ ^ 以 ^ -もつて晚翊的 « 民となし、ドィッの小市 ^ をもつて校範 
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となす こと vr u n した。 そ 1てその捞範的人間の醜行に対して、をの眞 
■づ， • ポ 為： s 、 S な、 也 S 、 社资 1 的总 f 附 f . た" f るに 彼ら 
の8.へ_ |-' 、 || , |: 校に、共淹中：在の『殘识な破壚性』 ^ 反對し、ー切の階級鬪采 ^ 
'な：. こして 不偏 不常 デ— — g する 'S つた。 <- ドノ‘ ッ k 行 S てゐ气 いは 
ヲ c. f J 1 7 S f $ 、 f 少 S 例外は— が、 •みな 乙の 
神 1パな -!|- 找きの莱作4莉に ^ してゐる0 

〔£’？；' 一八 g ： 八 年 e 2 ?け、 -’ ベて こ の 見 W しい SS ひ 夫て その SAt 、 刀 W 
て*: ほどの s SS ひ 丈つ' こ CSS 中：./, 代 f で，^、* た その— 


の タイプた る 人 •<、 カル、 •グ 


リ "ン氏 であ 7—。 


ニ 保守的社仔主ぬ -1- たけゾルジ 




ルジ"ア*シーのー部分は、ゾル'シ1ア 11: 伶の永，2を計ろために、杜そ？与 
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所 4- .£庀することを ^ ^. する。丨 

防 !|-. 钤：1::、 ^ 洒<^、その他秫々雜多の小改.只主 ^ ^ は、みなこれに |4} してゐ 
る。 そし V - この ゾルジ ョァ社 fr 主義が、 嗦 た！ 似の 5 &設に つくりあげられた。 
それの 一例と L て、 •フル— ドンの 『貧闳の竹 ^ 』 ^ 勒げることが出來る。 

己 0什行ボ莊 的 -/ ル. ショァは、 近 讹 社分の少活條仲 ^ 欲しながら、その必然 
の么生作たる ^ 爭と位打とセ沾バたいのてあ乃 ^ 彼らの欲するところけ、 ^ ^ 
的卜ょび )>1? |§的嬰索 ^ 引去つた ^ 存社れである。彼らはゾ”レタリャのないゾ 
パジ H - T . シ IV . 希 ^ — て ゐ ろ。 彼らは もとょ 6、 内分の女 .^ して * 0 1||: -«- ;.- -:讪 
;.': : yl !! i : , n r ^ L — - ハ： ハ.。 ゾ / 1 - ジョァ社 ^ 屯说 ^ はこの 3> めでたい ^ へ ^ -、 一つ 
の (. ..*/ ::. 1." 半分の〕 m , Mii につく 6あげた。攸らはゾロレタリャに ?1 し、その哚 
^ ,ト ^ ^ して、新しいエルサレム (: 到迮せょと勐めてゐろの.たが、そ"は订 « 



上 0 ^^の社 ^ に立ち止ま6ながら、4/の ^ 在の社伶 ^ ^ する总はしい . | 1'. 也幺 
取太れと要求するもの {: 過ぎない。 . 

こ-レ $ f i ^ の ！仝ぅ非£-1:的な、しかし|.4/ぅ. 1 : 1 , 際的 /(: . , ?; ニ形式け'サ /? 
働, ^/ の 1| - ^ が政治的變化の中に存せ广、ただ物 ! , ( 的 / |-: 活 |^| 係、すなはれ锊.. 1 ,>' 1 - 
5{1 ^レ科化？-=-にのみ ^ す 0 こと 5: 論 ^ して、それにょつて ^ |«1 ^ 級に #, らゆ 
る ^: 分運孙を秘はせょぅとするのである^しかしゝこの社 ^ ^袭がいムふ乙.， 
の 物 f { 的 生活 閲係の 铋 化とは、 決して ブ .ル. ジョア 的 生 ^ HH 係の ^ 絕 5 r ; s 味す る 
ので ばない。その關係の妗絕は、革命にょつてのみなしとげられるものである 
ヵく 彼らはた 7<1 、その汴產關係の地.盤の上に行はれ « 行政上の改拜 5: ^ 味す 
るのである。從つてそれは爻た、乔本と «- 銳勞働との (5'9 係に何らの «5 化を與へ 
o もの •でな く、 たかだか ブル ジ ョ アジ L 5: して、 その 支 fid 费用 sr gil 減せ しめ、 
その闕家 1!| 政.を取純化せしめる ^ 過ぎない。 
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At JC ブル ジ "ァ杜 # 主莪者 l.t 、 5 T » 純な 修辭的 形式に A いての み、 初めて c 分 
JC ふ 3はしい表现 {«: 到達する。 . 

勞慟階 級の 利益の ための t tfl fi 易！ 勞 (111 階級の 列 益の ための 保 ^ 贸妫！ 

穷- £陪級の利益のための監 « 改良！ これが ブル ジ "ァ 社命卞義の、敁扣の ,. - 
葉で あ 6、 ただ ーつ !«. ' |[11 1:::に ^ へられた111 || 葉である。 

、敗す るに、 -/ ルジ 3ァの社钤 7}; 莪はた ^ 、勞侧眯級の利益のためにゾルジ" 
r が ブル ジ ™ ァ であると いふ 生 版— に 站づい てゐ る。 

三 批冰的.空想的の杜分主在おょび共齑主通 

找々がごこで述べょぅと < るのは、あらゆろ近代の大革命に ^ して、ブ：1レ 
タリャの ^ 求を發； || した(例へば、，ハブーフの满 # などのやぅな)文铧に 0 い 
てではない。 . 


普〕 パ ノ ，ン *1 命： JJg 、 - 神の— 虫 f 竹へ t 。 

•- Wr f/ JT • の ^ •K 、 l-j a )(ih : ff H l^ の 時代 !: おいて、 . ソ " レ々 リャが !fl: $ (c 、 

> :;' リ'的仰- ('||: ,. 1 , ; “しょ , => .し.したぶ.の ,;<' ;'. |.1 、 / , "レ ^ リヤ0 ^ '/) ぺ 
3:^ぉ.な /.' め-''彼らを解柃：，すべさ扑打的敁件の找之の々めと (: ょつて、必 
ネ：： 2 (: 失收|た も とち，'彼らシ--解ひすべき物 ^ 的修件け、ゾ /1- ジ，ァ時代の 
I なので ある。 含で こ の普のッ ” レタ tl に 伴 2 f 的 文 f 、 
夺の内 括から い へ ば 必| ビ f 气 J はた 会の 2 f . こ 1 的 
慾 主我で t 、 交た 於朴な 平均 主 為で ある# 

興の 社 會主義4ょび共產中'肩學說、^なはす>ナン.シモン、ノーソ1丨、1 
- rNOS — が、 r レタ ，ャ とごジ ■ I ; の缪 が* だ 十分 f しない 
初© S 代.^ は れ たことは 、前に 說い た., ほな であろ。 (「ゾ 凡ジ ズ と, ロレ タ 

9 ヤ J s ^ e l !;! )- 
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もつ とも、 乙 no の ^ 說の發 明各 たち も、 階級の 對 立と、 ブル ジ "ァ社 # 全 
の ものの 屮 における解捫的耍素の作 )1| とを济取した。ただ彼らは、ブ”レ'メリ 
ャの方 -1!1| において、何らの歷史的獨立件を竑めず、彼ら ^ 特殊なる何らの政治 
運独シ-涊めなかつた' 

陪級對立の發逡は、命業の # 遠とその步调 ^ - |.1] :-^するものであろから、彼 
ら はまだゝ幾扞もブロレタリャ解放の物 ^ 的修件 ^ :坫出す乙とが^ ^ ないで、 

、 ただ 付らかの社.较的の學 |:!1 にょ6、社 ^ 的の法則にょつて、仑の砭 (1-- / -: つくら 
ぅと ^ みた。 

解 //{ の虓史的蚱件の汊6に、 空想的 谈件が 趄6、 . vt レ タリ ャ を一陆4-とし 
• c 、 .-r 然 に、 ]|1 -シム |^ 枯3せろことの代6に、 ^ «' のつく-='あげ * 0|; |.-,' :: ^|1 ,以の 
考妒が起つた。彼ら (: と 0 ては、將米の 1||: 界歴史 .: , - 、彼らの *|: >; | , '. 糾妃案の |'( .:2 
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>.打行と :: ^ 荇すべ刍ものであつた。 

た； ぐ：し敁らは、仑の紐械案が、社钤の敁も0爻しい眯饯たる、勞拗階級の利 
f -代农す る こと. vf つ C . Q た。. フニ タリ ャは — 、 f f しい陪 f 
いふ £ 味で彼らの= !: 映じてゐた。 - 
け 2 ど |^ 紗 !;-1 . -]|- の未發 ^ な形式と彼ら<::; ^ の 4: 活上の地ヶ_.0^「〜め、 
№-1 は.：.- 然卜、 '^ ••■' , ' ^ 々 ''. の と !: 超然たるもの ;<: と 1? じてゐた-被ら |1 すべこの 
•-5-乂，1忧 成：：： ■： た 乂 ic 、 f の 以 も i 含 地位に V 」 る ^ のためにす らも、 を 0 4 : »£- " 大 
態 k 改グー ょぅと L た ノ從 つて 拽ら け.小 |:;|' (: 、施差別に、社付仝硝に對し、1 
, 4:支 !:' ;」，-し爻して ,^ へた」 人がいやしくも彼らの ^ ^ ^ - ^ 解すろ以 
k 从-.-叫 !.2 の社ウ : 對4る灿ヒ ''1 能のぢ案として、仑れ七認めないはずがな 
いとい ふので. めつ た。 . . • 

,'1: (: ね. りは、 すべての 政治的、 ^ にすべての革命的行抑 ^ 排斥した。彼らょ 


平和の方法にょつてその目的を達しょぅとした。仑して小3な(自然、失敗 ^ 
蹄すべき〕 0 驗にょ 〇 て校範 |: 世に示し、をのカにょつて新しい社 # 的輻音の 
道に進吱ぅとした。 

己 の 將來社 舍 の 空想的 描 ^ は、 ブ n レタリャ階級の發達が 4 だ極めて幼稚で 
あ 6、 從つて 穴分の地位をもただ空想的に考へる時代に>いて、社 # の一舣的 
改造に對するその最初の豫成的拟仰から生じたものである。 

しかし、 この 社 # 主茬お ょび 共齑 主說 文讲 !.1 批評的嬰素をも含んでゐる。彼 
ら は. 現 社 # の 一切の 枞本を 攻唳 した。 故に 彼らは、 勞 働者の啓蔻のために敁も 
忉攸ある材料を供袷した。將來の社 # に對す 6 彼らの招栂的提案、例へば、都 
# と 農村との 對 立の廢 止、 家族 制の 礙 止、 私的赞 利 事業の 赌 lfc 、 G 銀勞 働 の蚜 
止、社 # 調和の宣傳、四家を ^ じて坫純なる生砟管理機關となすこと、すべて 
乙れらの提案は、全く階紋對立の消滅に歸着するものである。しかし常時にあ 


0 ては、/をの附級對立が漸く僅かに發逹しかけてゐたので、彼.りは嗖だ仝の初 
沏の漠然たる、不確 ^ の姿においてのみ、をれを知つてゐたのであ6、從つて 
右の諸提案をのもめも純然たる空想的炫在をもつてゐた。 

乙の批評<的空想的社伶主衮 1> ょび共砟牛：透は、歷史的 # 诚と逆 1| する ,(?: 茂を 
冇 して ゐる 。階級 鬪爭 が發违 1成形するに從つて、階級 ^ 箏に對するこの空想 
的な趋越と、乙の空想的な攻喂とは、一切の饮際的似侦、ー切の ^ 邢的妥當を 
失 ふ。 f こで この 學 派の创設者らは、多くの點にあいて茁命的であつたけれど 
も、その門弟らはみな反勁的分派をつくつてゐる。彼らはブロレタ9ャの歷史 
的 ^ 展 ^ 反對して、仑の |!||1 の汚説 5: |( , .] 守してゐる。從つて彼らはひ 0 <^やぅ、 
階級 ^ ^ を纯らし、附极 ^ 立<^ ^| ^ しょぅとする。彼らは今でもや |± 6、^;:分 
らの社#的ユ|トビァの試驗的實项を渉み、個々のファランスチー(パ)を起す己 
と、 『內 闕 植民地 J 5 r 設ける こと、 『小 ィ ヵリャ：^ をつ くる こと、 などい ふ、 


新 エルサレムの 小型— を 試み、 t て それらの 空中 il くた めには、 フ 
ルジ ，ァジ 1 の— t 財 f に哀 斬せ ざるを 得ない。 かくて 彼らは 次 f 々ぐ 
ミ 上 S 反 軸 的、 もしくは 保守的 社命— の範 略に T 、 た 1 と f る 
と 乙ろ は、— 紐 織 的の— ふ— その—— の奇 1 に 對す 
る熱任的迷信をもつこととである。 

(と フ vrsK テ* ル、 とは、 フ iH - elu な 

i SSS 4 は、 才 |ュこ 会— 名 稱* 


f C 0 } イカリ 


ヤ i 上 力 •へ 1 が 描き出し 4--共痄主典的押 © «の名稱， 


吹に 皮ら は、 贫例附 級が 一切の 政治的—— す ことに 極力 反對 する。 彼ら 
こょ i 、 政治 1 、新— に处 す— SS からの— ずるので あ 


る 0 


V リスの 才 -H S が チヤ-チ t に— し、？" . i の [1 派 力 
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改 贫热に反對するのはォすなはちこの故である。 

第四萆在野諸政簌に對 ^. る共產热の地位 

旣成の勞働諸黛派に對する共淹赘の關係、從つてィギリスのチャーチスト、 
务ょび北ァメリヵの農玫改ポ髂など ^ 對する關係は、第ニ章の說述で肖然に明 
瞭となつてゐる。 

共淹黨は、勞働階級の 11 接眼前の目的と利益とのだめ ^ 戰ふものであるが、- 
しかし をの現在の運動の中において、吱たその涩動の將來を代表するものであ 
る。フランスにおいては、共產黨は社 # 民主( «1 と提携して、保守黨>ょび急進 
ブル ジ ，ァ 黨と戰 ふ。 ただし、 大市 命から 傳來 した 種々 の 驂見謬想に對し -€ 
は、 批評の 權利を 保留し i てゐ る。 
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(1 J この*派は、 » 好においてはルドリユ.0， % / にょつて、文氓においてはルィ.ブ，ンにょ 
つて、 日刊 新闭 においては レフ* ルム にょつて代表され、多少社會主典の色彩を帶びた、民主 « も 
しくは 共和* の 一部で あつた • 

ス 4 スにお S ては、 彼らは 急進 鸹を 助ける。 ただし 同 麻が ニ 個の 反對 せる 要 
素、 すなは ち 一は フランス 流の 民主的 社 會 主義荠 、一は 急進的 ブル •シ ■アジー 
からなることを見逃してはゐない。 

• •ホ ーラン ドに おいては、 彼らは、 農業 革命を もつ て國民 的 解放の 主耍條 件と 
する 悠派 を助けてゐる。乙の黛派はー八四六年、クラ.カク1揆を起3せたこと 
が ある。 . 

ドィツにおいては、彼らは、ブルジ*アジーが苹命的に行動する時、仑れと 
提携して » 制 王政、 封建的 地主、 > ょび 小 ブル ジ* アと戰 ふ。 

しかし彼らは、未だか 0 て！刻た6とも、ブルジ>アジ|とブ 0 レタリア1 



トとが 敵對 して ゐる とい ふ、 出來 ぅる かぎ 6 明瞭な 自覺を 势働 者に 起 5 せる こ 
とを 忘 れてゐない。ブルジ<"アジ|の支配とともに必ず採用3れ5はずの、仑 
の 社 # 的 おょ 0. 政治的條件を、ドィツの勞働者が、缸ちに汽分の武器としてゾ 
ルジ"アジーに向けぅるために。爻たドィツ反動諸陴絞の沒落の後、直ちにブ 
ル ジ "アジ — A 身に 對 して 戰 p t ra 始する ために。 

共 帝 •狨は主としてドィツに向 0 て仑の注袞を集中する。ドィツは今、ブルジ 
• ァ 茁命の 前夜に あ 6、 仑 して 4 た その ^ 命が、 ml ロッパ文明 [^ !般の )1 步 
した條件の下に行はれ、なほ爻た、十七世祀のィギリス、十八世紀のフランス 
も、 遙 かに 高く 發達 L たブ & レ タリ ヤを冇 し、 從つ て、 ドィツの プル ジ • 
ア ^ 命は、 ^ 3にブ&レタ9ヤ革命の |0: 接の前 ^ とな6ぅるからである。 

耍するに、共產热は、到る處において、社伶的あょび政治的の現狀に反抗す 

る各棟の革命述動を擁謎する。 



すべて 乙 n らの i ic fe いて、— 狨 は常に財產—榜してゐろ— 
财淹問題の發 .;2 稈度がどぅであらぅとも、彼らは常にそれを迎動の根本として 
ゐ る。 

资後 に、 共诈铯 は 到る 處に おいて、 茁國の 民主的 諸狨派 の阐 結と 一致との た 
めに努カする。 

，丨1帝黛は、 , f 3 c 彼らは公然として氕言 
する。彼らの目的は、一切從來の社#紐織を强カ的に撖泣することにょつての 
み 達せられ る。 支配 附級を して 共淹 主 a 革命の 前に 戰慄せ しめょ 。ブロ レ タリ 
ャ は、 C 分の 鉑ょ 6ほかに失ふべき何ものもも /2 ない。そして彼らは、搀枓す 
べき全 !||: 界をも’つてゐる。 

馮阈のプロレタリャ网結せょ！. 




明和ニ十牟十ニ月ニ十日汸版鉍忖 
昭和ニ十一年：；-=:十.九：：1两板廸行 
昭私ニ十ー ¥ 十2:ニ十3改 ^ ^ |^ ^ 
昭和 二十 一年 十月 甘 五 H 改 W 版效行 


改正 定儇金 拾 四 


界 利 
和德 秋 



t 京 R w nl H ' WH 礙ニ J = - l - « tlB 

fl rr * 藤 岡淳吉 

« '- £ 綷出 1» 小川町て1=:十1番坨 

印 ^ 音 赶本米次郞 
B{ ft ttAt n1 ttJew w 11r=a«m 
配給 元 B 本 出版 配^: 式 位 社 


41 京秕神田《 

ew 进一ノ 一 〇 


15 彰考# 院 

eH ft '^ AI 1*?0=1说 
« s tf tu (25) ニ l iL L® 

ar ar u 座 柬轚八 ニ 一五五 畨 


JU C ' ” 3 ィ《 C / L f * l •か «的 の m w 物に 比し酴 リにも在いことは约*け荠の .- .く逾 » とするところでゎ{4 
坩下め 4- 薅 :1 «トヶ4つてしては » ^ ながら个怕やむを得ない*この ^ € しからや«拍*ヶ乞ふ 


芡 光 党 印 棚 V 本扑式 分社 印觖 







